
20

■
表
紙
の
取
材
で
神
谷
農
園
に
お
邪
魔
し
た

時
、山
間
に
広
が
っ
た
お
茶
畑
を
見
て
感
動

し
ま
し
た
。手
入
れ
が
行
き
届
い
た
お
茶
畑

は
美
し
く
て
、読
者
の
皆
さ
ん
に
も
実
際
に

目
で
見
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
お
茶
と
言
え
ば
、私
の
祖
父
も
東
白
川
で

少
し
ば
か
り
お
茶
を
作
っ
て
い
ま
す
。小
学

生
の
夏
休
み
の
時
に
、ミ
ノ
ム
シ
取
り
の
お

手
伝
い
を
一
度
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
口
を
お
茶
の
木
に
付
い
て

い
る
ミ
ノ
ム
シ
の
付
け
根
に
つ
け
て
取
る
作

業
で
す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
ら
５
０
０
円
だ
っ
た
な
…　
　
　
　
（
い
）

東美濃農業協同組合（JAひがしみの）
〒509-9132 岐阜県中津川市茄子川1646-19
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7月

8月

恵 那 支 店

坂 下 支 店

福 岡 支 店

加子母支店

付 知 支 店

山 岡 支 店

上 村 支 店

明 智 支 店

恵 那 支 店

坂 下 支 店

福 岡 支 店

加子母支店

付 知 支 店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

月　　日内 容 場　　所

7月

8月

12日（水）
13日（木）
19日（水）
〃　　
9日（水）
10日（木）
16日（水）
〃　　

福岡支店
本　　店
恵那支店
山岡支店
福岡支店
本　　店
恵那支店
山岡支店

中津川店
恵 那 店
中津川店

山岡支店
本　　店
恵那支店
福岡支店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

12日（水）
21日（金）
9日（水）
22日（火）

税務
相談

専門家に無料で相談できます。
お気軽にご利用ください。
電話予約が必要です。

12日（水）

〃　　

19日（水）

〃　　

〃　　

2日（水）

〃　　

〃　　

9日（水）

〃　　

16日（水）

〃　　

〃　　

7月
8月

月　　日内 容 場　　所

ローン
  センター
年金
相談

16日（日）
6日（日）
20日（日）

Higashimino●Information

本 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

78-0124
25-5291
56-2121
54-2171
65-3145
26-2999

上 村 支 店
坂 下 支 店
加 子 母 支 店
付 知 支 店
福 岡 支 店

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2121

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品取扱高
販売品取扱高

32,888人
26億3,964万円

2,521億4,340万円
357億8,583万円
5,256億3,706万円

8億7,610万円
5億6,565万円

ここだけの話

無 料 相 談 日

緊 急 連 絡 先

JAひがしみの概況
（令和5年5月31日現在）

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

無料相談日 開催場所 市外局番 ☎（0573)

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-21-5522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

理 事 会

第4回理事会 （令和５年6月29日）

次の事項が審議されました。
【附議事項】
①第２５年度業務報告書について
②２０２３年度版コンプライアンス・
マニュアルの改正について
③理事との継続的取引（極度ローン・
当座貸越）に係る包括承認について
④役員退職慰労金の支給について
⑤役員賠償責任保険の加入（継続）に
ついて
⑥阿木ライスセンター建設委員会の
設置について

みんなの
よい食プロジェクト
笑味ちゃん

トレビス 苗作りは十分な潅水を
かんすい

籾数の多い充実した穂作りを目指して
穂肥を施用しましょう。

味
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す

今
年
の
お
茶
は
高
品
質
で

JA
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2023 J U LY

Yume Note

岐阜県下ＪＡグループは
地産地消を推進しています

第２５回 通常総代会

Vol.304

72023
JULY
Vol.304

JAひがしみのは令和５年度に
合併25周年を迎えました。

令和５年度から
土・日・祝日を除く７日～２0日を
ふれあい訪問週間として
訪問活動を行ってまいります。



● 23 ● JAひがしみの

　

小
高
い
丘
に
広
が
る
３
㌶
の
茶
畑
を
持
つ
神
谷
農
園
で

は
７
月
中
旬
か
ら
、
二
番
茶
の
刈
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
神
谷
さ
ん
は
こ
の
神
谷
農
園
の
４
代
目
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。

　

神
谷
さ
ん
は
恵
那
高
校
を
卒
業
後
、
父
親
と
同
じ
静
岡

県
の
農
研
機
構
の
果
樹
茶
業
研
究
部
門
で
研
修
生
と
し
て

２
年
間
学
び
ま
し
た
。「
研
修
生
は
お
茶
農
家
の
後
継
者
が

多
く
、
一
緒
に
学
ぶ
中
で
自
分
も
家
業
へ
の
思
い
を
強
く

し
た
」と
い
い
ま
す
。
20
歳
で
家
に
戻
り
就
農
し
ま
し
た
。

お
茶
の
ほ
か
に
も
、水
稲
１
㌶
を
栽
培
す
る
な
ど
し
て
お
り
、

両
親
と
と
も
に
３
人
で
農
園
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

茶
畑
に
は
、
将
来
に
わ
た
り
良
質
な
茶
葉
を
生
産
す
る

た
め
に
、
栗
皮
や
鶏
フ
ン
を
発
酵
さ
せ
た
完
熟
堆
肥
を
投

入
し
ま
す
。
茶
葉
の
収
穫
は
年
２
回
で
、
摘
採
し
た
葉
は
農

園
内
に
あ
る
工
場
で
す
ぐ
に
熱
処
理
を
施
し
、
荒
茶
に
加

工
し
ま
す
。
こ
の
加
工
に
よ
り
お
茶
の「
味
・
香
り
・
水
色
」

の
３
つ
の
大
き
な
要
素
が
決
ま
り
ま

す
。
熱
処
理
は
、
そ
の
日
の
天
候
や

気
温
・
湿
度
に
よ
っ
て
温
度
を
変
え

る
繊
細
な
作
業
で
す
。

　
「
今
は
両
親
か
ら
学
び
な
が
ら
お

茶
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将

来
は
自
分
も
品
質
が
高
く
お
い
し
い

お
茶
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
神
谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

神
谷
農
園
で
は
茶
葉
の
８
割
は
美
濃
白
川
茶

農
業
協
同
組
合
連
合
会
へ
出
荷
し
ま
す
。
一
部
は

当
Ｊ
Ａ
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
と
し
て
販
売
す
る

「
ひ
が
し
み
の
茶
」の
原
料
に
な
り
ま
す
。「
ひ
が

し
み
の
茶
」は
神
谷
農
園
を
含
め
管
内
の
茶
農

家
が
生
産
し
た
茶
葉
を
１
０
０
％
使
用
。Ｊ
Ａ
の

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
Ａ
コ
ー
プ
店
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

神
谷
農
園
の
茶
葉
は

中
津
川
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
産
直
で
販
売
し
て

い
ま
す
。「
今
年
は
暖
か

く
な
る
の
が
早
く
、
霜
の

影
響
が
無
か
っ
た
た
め

高
品
質
。
味
が
し
っ
か

り
と
し
た
仕
上
が
り
で

す
」と
神
谷
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

第
25
年
度（
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
）貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
の
内

容
並
び
に
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報

告
に
つ
い
て

　

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
を
６
ペ
ー
ジ
に
記
載
。
た

だ
し
、「
注
記
表
」並
び
に「
附
属
明
細
書
」に
つ
い
て
は
、

法
令
及
び
定
款
第
40
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
組

合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://ja-higashim

ino.or.jp

）

に
掲
載
。

第
25
年
度（
令
和
４
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

案
の
承
認
に
つ
い
て（
４
〜
６
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
あ
り
）

第
26
年
度（
令
和
５
年
度
）事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

（
７
、８
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
あ
り
）

　

な
お
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
既
に
着
手
し
て
い
る
項
目

に
つ
い
て
は
、
本
議
案
に
よ
り
追
認
を
求
め
る
も
の
と

す
る
。

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
お
い
て
農
用
地
利
用
集

積
計
画
に
よ
り
利
用
権
設
定
さ
れ
た
場
合
は
正
組
合
員
た

る
地
位
を
失
わ
な
い
こ
と
と
す
る
規
定
を
置
い
て
い
た
が
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
）に
よ
り
当
該
規
定
が
削
除
さ

れ
、
代
わ
り
に
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法

律
に
お
い
て
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
根
拠
規
定
の
修
正
等
所
要
の
文
言
変
更
を
行
う

た
め
、
変
更
の
承
認
を
求
め
る
。

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

本
総
代
会
の
終
了
時
を
も
っ
て
理
事
及
び
監
事
全
員
が

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
理
事
27
名
、
監
事
６
名
の
選
任

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
。（
10
ペ
ー
ジ
に
新
役
員
の
紹
介

あ
り
）

　

ま
た
、
監
事
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
過
半
数
以

上
の
同
意
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
議
案
の
候
補
者
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

農
協
法
施
行
規
則
第
76
条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
要
件
を

満
た
す
。

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

１.
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経
済
情
勢
の

変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
令
和
５
年
度
の

理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総
額
６,
０
０
０
万
円
以
内

と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支

給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

ふれっしゅニュースSDGs
味と品質に定評
東美濃産トマト出荷スタート ほか

農旬情報
籾数の多い
充実した穂作りを目指して
穂肥を施用しましょう。

第２５回 通常総代会

ひがしみの掲示板

今日も二人三脚
キラキラ ひがしみのっ子

Information

おはなし日和
頭の体操

特集

03

14

彩・菜・栽
トレビス 苗作りは十分な潅水を

かんすい13

11

16

18

19

20

よ
り
品
質
の
高
い

お
茶
づ
く
り
を
目
指
し
て

中
津
川
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
産
直
で
販
売

神谷 寿海さん（２３）

JA
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Yum
e No

te

中津川市駒場

工場で荒茶に加工している茶葉の状態を確認する神谷さん

とし　 み

す
い
し
ょ
く

第25回 通常総代会
出
席
状
況

総代会当日 総代数
出席総代数
　本人出席
　委任状出席
　議決権行使書

598名
527名
212名
0名

315名

細江成徳 前代表理事組合長

議長を務めた山本宜正さん

特集

　ＪＡひがしみのは６月２２日（木）、東美濃ふれあいセンターで
第２５回通常総代会を開催しました。議長には山本宜正さん
（恵那市大井町）が選任され、全６議案と附帯決議案につい
て審議し、原案通り可決されました。

報
告
事
項

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
１
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

※
当
組
合
は
、保
険
会
社
と
の
間
で
、理
事
及
び
監
事
を
被
保
険
者

と
し
た
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約（
農
協
法
第
35
条
の
８
に
規
定

す
る
保
険
契
約
）を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。当
契
約
は
、被
保
険

者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
金
や
争
訟
費

用
の
損
害
等
を
填
補
す
る
も
の
で
す
。
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小
高
い
丘
に
広
が
る
３
㌶
の
茶
畑
を
持
つ
神
谷
農
園
で

は
７
月
中
旬
か
ら
、
二
番
茶
の
刈
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
神
谷
さ
ん
は
こ
の
神
谷
農
園
の
４
代
目
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。

　

神
谷
さ
ん
は
恵
那
高
校
を
卒
業
後
、
父
親
と
同
じ
静
岡

県
の
農
研
機
構
の
果
樹
茶
業
研
究
部
門
で
研
修
生
と
し
て

２
年
間
学
び
ま
し
た
。「
研
修
生
は
お
茶
農
家
の
後
継
者
が

多
く
、
一
緒
に
学
ぶ
中
で
自
分
も
家
業
へ
の
思
い
を
強
く

し
た
」と
い
い
ま
す
。
20
歳
で
家
に
戻
り
就
農
し
ま
し
た
。

お
茶
の
ほ
か
に
も
、水
稲
１
㌶
を
栽
培
す
る
な
ど
し
て
お
り
、

両
親
と
と
も
に
３
人
で
農
園
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

茶
畑
に
は
、
将
来
に
わ
た
り
良
質
な
茶
葉
を
生
産
す
る

た
め
に
、
栗
皮
や
鶏
フ
ン
を
発
酵
さ
せ
た
完
熟
堆
肥
を
投

入
し
ま
す
。
茶
葉
の
収
穫
は
年
２
回
で
、
摘
採
し
た
葉
は
農

園
内
に
あ
る
工
場
で
す
ぐ
に
熱
処
理
を
施
し
、
荒
茶
に
加

工
し
ま
す
。
こ
の
加
工
に
よ
り
お
茶
の「
味
・
香
り
・
水
色
」

の
３
つ
の
大
き
な
要
素
が
決
ま
り
ま

す
。
熱
処
理
は
、
そ
の
日
の
天
候
や

気
温
・
湿
度
に
よ
っ
て
温
度
を
変
え

る
繊
細
な
作
業
で
す
。

　
「
今
は
両
親
か
ら
学
び
な
が
ら
お

茶
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将

来
は
自
分
も
品
質
が
高
く
お
い
し
い

お
茶
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
神
谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

神
谷
農
園
で
は
茶
葉
の
８
割
は
美
濃
白
川
茶

農
業
協
同
組
合
連
合
会
へ
出
荷
し
ま
す
。
一
部
は

当
Ｊ
Ａ
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
と
し
て
販
売
す
る

「
ひ
が
し
み
の
茶
」の
原
料
に
な
り
ま
す
。「
ひ
が

し
み
の
茶
」は
神
谷
農
園
を
含
め
管
内
の
茶
農

家
が
生
産
し
た
茶
葉
を
１
０
０
％
使
用
。Ｊ
Ａ
の

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
Ａ
コ
ー
プ
店
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

神
谷
農
園
の
茶
葉
は

中
津
川
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
産
直
で
販
売
し
て

い
ま
す
。「
今
年
は
暖
か

く
な
る
の
が
早
く
、
霜
の

影
響
が
無
か
っ
た
た
め

高
品
質
。
味
が
し
っ
か

り
と
し
た
仕
上
が
り
で

す
」と
神
谷
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

第
25
年
度（
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
）貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
の
内

容
並
び
に
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報

告
に
つ
い
て

　

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
を
６
ペ
ー
ジ
に
記
載
。
た

だ
し
、「
注
記
表
」並
び
に「
附
属
明
細
書
」に
つ
い
て
は
、

法
令
及
び
定
款
第
40
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
組

合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://ja-higashim

ino.or.jp

）

に
掲
載
。

第
25
年
度（
令
和
４
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

案
の
承
認
に
つ
い
て（
４
〜
６
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
あ
り
）

第
26
年
度（
令
和
５
年
度
）事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

（
７
、８
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
あ
り
）

　

な
お
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
既
に
着
手
し
て
い
る
項
目

に
つ
い
て
は
、
本
議
案
に
よ
り
追
認
を
求
め
る
も
の
と

す
る
。

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
お
い
て
農
用
地
利
用
集

積
計
画
に
よ
り
利
用
権
設
定
さ
れ
た
場
合
は
正
組
合
員
た

る
地
位
を
失
わ
な
い
こ
と
と
す
る
規
定
を
置
い
て
い
た
が
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
）に
よ
り
当
該
規
定
が
削
除
さ

れ
、
代
わ
り
に
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法

律
に
お
い
て
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
根
拠
規
定
の
修
正
等
所
要
の
文
言
変
更
を
行
う

た
め
、
変
更
の
承
認
を
求
め
る
。

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

本
総
代
会
の
終
了
時
を
も
っ
て
理
事
及
び
監
事
全
員
が

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
理
事
27
名
、
監
事
６
名
の
選
任

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
。（
10
ペ
ー
ジ
に
新
役
員
の
紹
介

あ
り
）

　

ま
た
、
監
事
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
過
半
数
以

上
の
同
意
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
議
案
の
候
補
者
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

農
協
法
施
行
規
則
第
76
条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
要
件
を

満
た
す
。

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

１.
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経
済
情
勢
の

変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
令
和
５
年
度
の

理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総
額
６,
０
０
０
万
円
以
内

と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支

給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

ふれっしゅニュースSDGs
味と品質に定評
東美濃産トマト出荷スタート ほか

農旬情報
籾数の多い
充実した穂作りを目指して
穂肥を施用しましょう。

第２５回 通常総代会

ひがしみの掲示板

今日も二人三脚
キラキラ ひがしみのっ子

Information

おはなし日和
頭の体操

特集

03

14

彩・菜・栽
トレビス 苗作りは十分な潅水を

かんすい13

11

16

18

19

20

よ
り
品
質
の
高
い

お
茶
づ
く
り
を
目
指
し
て

中
津
川
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
産
直
で
販
売

神谷 寿海さん（２３）
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中津川市駒場

工場で荒茶に加工している茶葉の状態を確認する神谷さん

とし　 み

す
い
し
ょ
く

第25回 通常総代会
出
席
状
況

総代会当日 総代数
出席総代数
　本人出席
　委任状出席
　議決権行使書

598名
527名
212名
0名

315名

細江成徳 前代表理事組合長

議長を務めた山本宜正さん

特集

　ＪＡひがしみのは６月２２日（木）、東美濃ふれあいセンターで
第２５回通常総代会を開催しました。議長には山本宜正さん
（恵那市大井町）が選任され、全６議案と附帯決議案につい
て審議し、原案通り可決されました。

報
告
事
項

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
１
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

※
当
組
合
は
、保
険
会
社
と
の
間
で
、理
事
及
び
監
事
を
被
保
険
者

と
し
た
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約（
農
協
法
第
35
条
の
８
に
規
定

す
る
保
険
契
約
）を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。当
契
約
は
、被
保
険

者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
金
や
争
訟
費

用
の
損
害
等
を
填
補
す
る
も
の
で
す
。
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な
お
、
理
事
の
報
酬
額
に
は
職
員
兼
務
理
事
の
職
員
分
給
与
は

含
ま
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
理
事
は
27
名
。

２.
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経
済
情
勢
の
変
化

等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
令
和
５
年
度
の
監
事
の
報

酬
に
つ
い
て
は
総
額
１,
３
５
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範

囲
内
に
お
け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

な
お
、監
事
は
６
名（
う
ち
員
外
監
事
１
名
）。

退
任
理
事
及
び
退
任
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

１.
理
事
14
名
は
、
本
総
代
会
の
終
了
時
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
在
任
中
の
労
に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役

員
退
職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
総
額
２,
６
０
８
万
円
の
範
囲

内
で
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
具
体
的
金

額
、支
給
の
時
期
、方
法
等
に
つ
い
て
は
、理
事
会
に
一
任
す
る
。

２.
監
事
３
名
は
、
本
総
代
会
の
終
了
時
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
在
任
中
の
労
に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役

員
退
職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
総
額
１
５
４
万
円
の
範
囲
内
で
、

退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
具
体
的
金
額
、
支

給
の
時
期
、
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微
な

事
項
の
修
正
、
違
算
及
び
誤
字
の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行

政
庁
の
処
分
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正

は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

《
全
6
議
案
と
附
帯
決
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。》

　
　「

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

　
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
状
況（
令
和
４
年
度 

自
己
改
革
実
践
状
況
）

に
つ
い
て

　

営
農
指
導
員
の
指
導
力
強
化
を
目
指
し
、
実
地
研
修
の
実
施
、

ア
グ
リ
ゼ
ミ
で
の
講
師
活
動
、
各
種
資
格
取
得
及
び
基
礎
研
修
会
・

定
期
会
議
を
開
催
し
、
指
導
技
術
の
向
上
並
び
に
情
報
の
共
有
を

図
り
ま
し
た
。

　

迅
速
な
営
農
情
報
の
発
信
を
目
的
と
し
て
、
営
農
指
導
メ
ー
ル

に
よ
り
ト
マ
ト
・
な
す
・
い
ち
ご
出
荷
農
家
に
向
け
た
専
門
指
導

情
報
を
定
期
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
品
質
並
び
に
技
術
情
報
や
販

売
情
報
等
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
の
新
た
な
取
り
組
み「
一
合
愛
運
動
」と
し
て
、
各

家
庭
で
使
い
切
れ
な
い
未
使
用
食
品
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ら
を

食
糧
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
寄
贈
す
る
活
動（
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
活
動
）を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
意
識
し

な
が
ら
、
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
と
し
た
あ
ぐ
り
ん
講
座
・
プ
チ
セ

ミ
ナ
ー
・
各
種
サ
ー
ク
ル
を
積
極
的
に
開
催
し
会
員
の
増
員
を
図

り
ま
し
た
。

　

食
農
教
育
活
動
と
し
て
、
親
子

を
対
象
と
し
た
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

を
各
地
域
で
開
催
し「
食
」と「
農
」

を
中
心
に
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め

る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、

管
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学

校
に
お
い
て
大
豆
や
米
、
野
菜
の
栽
培
・
収
穫
・
加
工
の
体
験
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

准
組
合
員
の
皆
さ
ま
を「
農
業
の
応
援
団
」と
し
て
位
置
づ
け
、

准
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
別
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
て
、
そ
の
声
を

聴
く
こ
と
で
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
運

営
を
目
指
す
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支

店
に
お
い
て
支
店
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
組
合
員
と
の
対
話
の

場
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ

れ
必
要
と
さ
れ
る
身
近
な
Ｊ
Ａ
を
目
指
し「
支
店
協
同
活
動
」に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

飼
料
・
肥
料
を
含
む
生
産
資
材

価
格
の
高
騰
に
よ
り
農
業
生
産

費
が
上
昇
・
高
止
ま
り
す
る
中
、

農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
産
物
の
販
売
に
お
い
て
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、産
地
交

流
を
中
心
と
し
た
販
売
機
会
が
減
少
す
る
等
、厳
し
い
状
況
で
し
た

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等
の
強
化
に
取
り
組
み
、当
地
域
の
夏

秋
ト
マ
ト
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
に
お
い
て
週
間
ベ
ス
ト

１
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
に
つ
い
て
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
く
作
付
け

提
案
や
多
収
性
品
種
に
よ
る
需
要
の
あ
る
加
工
用
米
・
備
蓄
用

米
・
飼
料
用
米
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ひ
が

し
み
の
農
業
祭
に
お
い
て「
ひ
が
し
み
の
地
域
お
い
し
い
お
米

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
、
幅
広
い
世
代
の
方
へ
当
地
域
の
お
米

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
継
続
の
成
果
も
あ
り
日

本
穀
物
検
定
協
会
に
お
け
る
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
当

地
域
産
を
含
む「
美
濃
コ
シ
ヒ
カ
リ
」が
２
年
連
続「
特
Ａ
」を

取
得
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
計
画

的
な
機
械
更
新
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

の
向
上
と
安
全
・
安
心
な
施
設
運
営

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
施
設
担
当

者
へ
の
現
場
研
修
会
を
実
施
し
、
衛

生
管
理
・
品
質
管
理
技
術
の
徹
底
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
資
格
取
得

等
に
よ
り
職
員
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
親
切
丁
寧
な
対
応

と
相
互
扶
助
の
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
関
連
で
は
、
原
材
料
価
格
が
高
騰
す
る
中
、
土
壌
診

断
等
に
よ
る
適
正
な
肥
料
・
農
薬
の
提
案
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
予
約
注
文
書
の
回
収
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
機
具
購
入
助
成
や
出

向
く
体
制
に
よ
る
適
切
な
作
付
け
計
画
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
活
資
材
関
連
で
は
、
地
産
地
消
の
普
及
推
進
の
た
め「
農
畜
産

物
応
援
の
店
」の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
り
管
内
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
食
品
等
生
活
必
需
品
の
買
い
物
支
援
の
た
め
の

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
移
動
販
売
車
の
巡
回
ル
ー
ト
の
増
設
を

行
い
利
用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
の
充
実
を
目
的
と
し

て
、
組
合
員
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
購
買
事
業
で
の

割
引
を
８
月
か
ら
開
始
し
、
給
油
所
３,
２
４
１

件
・
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
０
５
件
・
Ａ
コ
ー

プ
３
３
８
件
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
き
、か
つ
ご
満
足
い
た
だ
け
る
地
域
金
融
機
関
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の

総
合
事
業
を
活
か
し
た
農
業
・
く
ら
し
・
地
域
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ（
相
談
・
提
案
）機
能
を
基
軸
と
し
た
金
融
仲
介
機
能
を
発
揮
し
、

ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、
各
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
提
供
や
給
与
・
年
金
振
込
口
座
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ

る
貯
金
量
の
増
加
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
た
農
業
関
連
資

金
及
び
住
宅
ロ
ー
ン
・
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
等
の
利
用
者
拡
大
に
よ

る
貸
出
金
の
増
強
に
努
め
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
の

強
み
を
活
か
し
た
お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
や
将
来
の
安

心
に
向
け
た
相
談
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、組
合
員
・
利

用
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
保
障
の
提
案
に
努
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、既
契
約
世
帯
の
世
帯
内
未
加
入
者
や
地
域
の
Ｊ
Ａ
事
業
未

利
用
者
と
の
接
点
づ
く
り
を
行
い
、農
業
者
の
皆
さ
ま
が
リ
ス
ク
に

備
え
た
農
業
経
営
を
行
う
た
め
の
診
断
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
代
会
の
定
足
数
…
総
代
会
は
、総
代
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な

け
れ
ば
議
事
を
開
き
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
場
合

に
お
い
て
、定
款
第
49
条
の
規
定
に
よ
り
、書
面
又
は
代
理
人
を

も
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
者
は
、こ
れ
を
出
席
者
と
み
な
し
ま
す
。

総
会
の
決
議
方
法
…
総
代
会
の
議
事
は
、出
席
し
た（
書
面
ま
た

は
代
理
人
を
も
っ
て
の
議
決
権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権
の
過
半

数
で
こ
れ
を
決
し
ま
す
。な
お
、今
回
の
総
代
会
に
お
け
る
第
３

号
議
案
に
つ
い
て
は
特
別
決
議
事
項
で
あ
る
た
め
、出
席
し
た（
書

面
ま
た
は
代
理
人
を
も
っ
て
の
議
決
権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権

の
３
分
の
２
以
上
の
多
数
に
よ
る
決
議
を
必
要
と
し
ま
す
。

参
考
事
項

販
売
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

介
護
保
険
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

ＥＮＡみのじのみのり祭りにて販売促進

中津川カントリーエレベーター色彩選別機改修

組合員メリットの「見える化」を目的に
「組合員カード」の運用を開始

生
活
指
導

組
織
広
報

あい♥あい会員によるフードドライブ活動

営
農
指
導

指
導
事
業

事
業
報
告

第
25
年
度

令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日

第25回 通常総代会特集

第
6
号
議
案

報
告
事
項

附
帯
決
議
案

い
ち
あ
い
あ
い

アグリゼミ野菜コース

土壌診断結果をもと次年度の栽培を計画



● 45 ● JAひがしみの

な
お
、
理
事
の
報
酬
額
に
は
職
員
兼
務
理
事
の
職
員
分
給
与
は

含
ま
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
理
事
は
27
名
。

２.
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経
済
情
勢
の
変
化

等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
令
和
５
年
度
の
監
事
の
報

酬
に
つ
い
て
は
総
額
１,
３
５
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範

囲
内
に
お
け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

な
お
、監
事
は
６
名（
う
ち
員
外
監
事
１
名
）。

退
任
理
事
及
び
退
任
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

１.
理
事
14
名
は
、
本
総
代
会
の
終
了
時
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
在
任
中
の
労
に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役

員
退
職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
総
額
２,
６
０
８
万
円
の
範
囲

内
で
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
具
体
的
金

額
、支
給
の
時
期
、方
法
等
に
つ
い
て
は
、理
事
会
に
一
任
す
る
。

２.
監
事
３
名
は
、
本
総
代
会
の
終
了
時
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
在
任
中
の
労
に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役

員
退
職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
総
額
１
５
４
万
円
の
範
囲
内
で
、

退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
具
体
的
金
額
、
支

給
の
時
期
、
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微
な

事
項
の
修
正
、
違
算
及
び
誤
字
の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行

政
庁
の
処
分
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正

は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

《
全
6
議
案
と
附
帯
決
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。》

　
　「

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

　
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
状
況（
令
和
４
年
度 

自
己
改
革
実
践
状
況
）

に
つ
い
て

　

営
農
指
導
員
の
指
導
力
強
化
を
目
指
し
、
実
地
研
修
の
実
施
、

ア
グ
リ
ゼ
ミ
で
の
講
師
活
動
、
各
種
資
格
取
得
及
び
基
礎
研
修
会
・

定
期
会
議
を
開
催
し
、
指
導
技
術
の
向
上
並
び
に
情
報
の
共
有
を

図
り
ま
し
た
。

　

迅
速
な
営
農
情
報
の
発
信
を
目
的
と
し
て
、
営
農
指
導
メ
ー
ル

に
よ
り
ト
マ
ト
・
な
す
・
い
ち
ご
出
荷
農
家
に
向
け
た
専
門
指
導

情
報
を
定
期
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
品
質
並
び
に
技
術
情
報
や
販

売
情
報
等
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
の
新
た
な
取
り
組
み「
一
合
愛
運
動
」と
し
て
、
各

家
庭
で
使
い
切
れ
な
い
未
使
用
食
品
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ら
を

食
糧
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
寄
贈
す
る
活
動（
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
活
動
）を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
意
識
し

な
が
ら
、
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
と
し
た
あ
ぐ
り
ん
講
座
・
プ
チ
セ

ミ
ナ
ー
・
各
種
サ
ー
ク
ル
を
積
極
的
に
開
催
し
会
員
の
増
員
を
図

り
ま
し
た
。

　

食
農
教
育
活
動
と
し
て
、
親
子

を
対
象
と
し
た
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

を
各
地
域
で
開
催
し「
食
」と「
農
」

を
中
心
に
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め

る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、

管
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学

校
に
お
い
て
大
豆
や
米
、
野
菜
の
栽
培
・
収
穫
・
加
工
の
体
験
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

准
組
合
員
の
皆
さ
ま
を「
農
業
の
応
援
団
」と
し
て
位
置
づ
け
、

准
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
別
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
て
、
そ
の
声
を

聴
く
こ
と
で
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
運

営
を
目
指
す
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支

店
に
お
い
て
支
店
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
組
合
員
と
の
対
話
の

場
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ

れ
必
要
と
さ
れ
る
身
近
な
Ｊ
Ａ
を
目
指
し「
支
店
協
同
活
動
」に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

飼
料
・
肥
料
を
含
む
生
産
資
材

価
格
の
高
騰
に
よ
り
農
業
生
産

費
が
上
昇
・
高
止
ま
り
す
る
中
、

農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
産
物
の
販
売
に
お
い
て
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、産
地
交

流
を
中
心
と
し
た
販
売
機
会
が
減
少
す
る
等
、厳
し
い
状
況
で
し
た

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等
の
強
化
に
取
り
組
み
、当
地
域
の
夏

秋
ト
マ
ト
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
に
お
い
て
週
間
ベ
ス
ト

１
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
に
つ
い
て
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
く
作
付
け

提
案
や
多
収
性
品
種
に
よ
る
需
要
の
あ
る
加
工
用
米
・
備
蓄
用

米
・
飼
料
用
米
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ひ
が

し
み
の
農
業
祭
に
お
い
て「
ひ
が
し
み
の
地
域
お
い
し
い
お
米

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
、
幅
広
い
世
代
の
方
へ
当
地
域
の
お
米

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
継
続
の
成
果
も
あ
り
日

本
穀
物
検
定
協
会
に
お
け
る
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
当

地
域
産
を
含
む「
美
濃
コ
シ
ヒ
カ
リ
」が
２
年
連
続「
特
Ａ
」を

取
得
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
計
画

的
な
機
械
更
新
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

の
向
上
と
安
全
・
安
心
な
施
設
運
営

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
施
設
担
当

者
へ
の
現
場
研
修
会
を
実
施
し
、
衛

生
管
理
・
品
質
管
理
技
術
の
徹
底
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
資
格
取
得

等
に
よ
り
職
員
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
親
切
丁
寧
な
対
応

と
相
互
扶
助
の
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
関
連
で
は
、
原
材
料
価
格
が
高
騰
す
る
中
、
土
壌
診

断
等
に
よ
る
適
正
な
肥
料
・
農
薬
の
提
案
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
予
約
注
文
書
の
回
収
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
機
具
購
入
助
成
や
出

向
く
体
制
に
よ
る
適
切
な
作
付
け
計
画
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
活
資
材
関
連
で
は
、
地
産
地
消
の
普
及
推
進
の
た
め「
農
畜
産

物
応
援
の
店
」の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
り
管
内
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
食
品
等
生
活
必
需
品
の
買
い
物
支
援
の
た
め
の

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
移
動
販
売
車
の
巡
回
ル
ー
ト
の
増
設
を

行
い
利
用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
の
充
実
を
目
的
と
し

て
、
組
合
員
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
購
買
事
業
で
の

割
引
を
８
月
か
ら
開
始
し
、
給
油
所
３,
２
４
１

件
・
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
０
５
件
・
Ａ
コ
ー

プ
３
３
８
件
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
き
、か
つ
ご
満
足
い
た
だ
け
る
地
域
金
融
機
関
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の

総
合
事
業
を
活
か
し
た
農
業
・
く
ら
し
・
地
域
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ（
相
談
・
提
案
）機
能
を
基
軸
と
し
た
金
融
仲
介
機
能
を
発
揮
し
、

ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、
各
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
提
供
や
給
与
・
年
金
振
込
口
座
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ

る
貯
金
量
の
増
加
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
た
農
業
関
連
資

金
及
び
住
宅
ロ
ー
ン
・
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
等
の
利
用
者
拡
大
に
よ

る
貸
出
金
の
増
強
に
努
め
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
の

強
み
を
活
か
し
た
お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
や
将
来
の
安

心
に
向
け
た
相
談
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、組
合
員
・
利

用
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
保
障
の
提
案
に
努
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、既
契
約
世
帯
の
世
帯
内
未
加
入
者
や
地
域
の
Ｊ
Ａ
事
業
未

利
用
者
と
の
接
点
づ
く
り
を
行
い
、農
業
者
の
皆
さ
ま
が
リ
ス
ク
に

備
え
た
農
業
経
営
を
行
う
た
め
の
診
断
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
代
会
の
定
足
数
…
総
代
会
は
、総
代
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な

け
れ
ば
議
事
を
開
き
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
場
合

に
お
い
て
、定
款
第
49
条
の
規
定
に
よ
り
、書
面
又
は
代
理
人
を

も
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
者
は
、こ
れ
を
出
席
者
と
み
な
し
ま
す
。

総
会
の
決
議
方
法
…
総
代
会
の
議
事
は
、出
席
し
た（
書
面
ま
た

は
代
理
人
を
も
っ
て
の
議
決
権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権
の
過
半

数
で
こ
れ
を
決
し
ま
す
。な
お
、今
回
の
総
代
会
に
お
け
る
第
３

号
議
案
に
つ
い
て
は
特
別
決
議
事
項
で
あ
る
た
め
、出
席
し
た（
書

面
ま
た
は
代
理
人
を
も
っ
て
の
議
決
権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権

の
３
分
の
２
以
上
の
多
数
に
よ
る
決
議
を
必
要
と
し
ま
す
。

参
考
事
項

販
売
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

介
護
保
険
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

ＥＮＡみのじのみのり祭りにて販売促進

中津川カントリーエレベーター色彩選別機改修

組合員メリットの「見える化」を目的に
「組合員カード」の運用を開始

生
活
指
導

組
織
広
報

あい♥あい会員によるフードドライブ活動

営
農
指
導

指
導
事
業

事
業
報
告

第
25
年
度

令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日

第25回 通常総代会特集

第
6
号
議
案

報
告
事
項

附
帯
決
議
案

い
ち
あ
い
あ
い

アグリゼミ野菜コース

土壌診断結果をもと次年度の栽培を計画
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１．信用事業資産
①現金
②預金
　系統預金
　系統外預金
③有価証券
　国債
　地方債
　社債
④貸出金
⑤その他の信用事業資産
　未収収益
　その他の資産
⑥債務保証見返
⑦貸倒引当金
２．共済事業資産
①その他の共済事業資産
３．経済事業資産
①受取手形
②経済事業未収金
③経済受託債権
④棚卸資産
　購買品
　貯蔵品
　その他の棚卸資産
⑤その他の経済事業資産
⑥貸倒引当金
４．雑資産
５．固定資産
①有形固定資産
　建物
　機械装置
　土地
　建設仮勘定
　その他の有形固定資産
　減価償却累計額
②無形固定資産
６．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
７．繰延税金資産
　　資産の部　合計

252,708,262
914,470 

204,471,683 
204,419,914

51,768 
12,736,584
4,537,962 
400,000
7,798,622 
33,657,371 
1,127,642 
1,033,685
93,956
2,000  

△201,489
1,190
1,190

2,905,715
3,017

2,147,744
26,915
657,253
291,348
129,211
236,693
72,973
 △2,188
479,890
3,286,888
3,135,387
6,280,796
2,090,215
1,218,079
13,420

1,603,404
 △8,070,528

151,500
9,841,046
9,599,335
236,811
4,900

138,782
269,361,777

１．信用事業負債
①貯金
②借入金
③その他の信用事業負債
　未払費用
　その他の負債
④債務保証
２．共済事業負債
①共済資金
②未経過共済付加収入
③共済未払費用
④その他の共済事業負債
３．経済事業負債
①経済事業未払金
②経済受託債務
③その他の経済事業負債
４．雑負債
①未払法人税等
②資産除去債務
③その他の負債
５．諸引当金
①賞与引当金
②退職給付引当金
③役員退職慰労引当金
　　　負債の部合計
　　　（純資産の部）
１．組合員資本
①出資金
②再評価積立金
③利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　経営基盤強化積立金
　　税効果調整積立金
　　特別積立金
　　当期未処分剰余金
　　（うち当期剰余金）
④処分未済持分
２．評価・換算差額等
①その他有価証券評価差額金
　　  純資産の部合計

  負債及び純資産の部合計

255,390,603
255,047,192 

1,831 
339,579 
22,767 
316,812 
2,000

932,680
589,842
334,170
6,183
2,483

391,948
337,377
39,963
14,607
369,286
48,937
31,543
288,806
520,981
172,700
313,795
34,486

257,605,500

11,791,101
2,639,642

816
9,166,125
2,935,179
6,230,946
3,109,999
175,739
2,152,437
792,770

（227,139）
 △15,483
 △34,824
 △34,824
11,756,276

269,361,777

信 用 事 業

共 済 事 業

購 買 事 業

販 売 事 業

保 管 事 業

哺育センター事業

堆肥センター事業

加 工 事 業

利 用 事 業

作業受委託事業

葬 祭 事 業

簡易郵便局事業

介護保険事業

そ の 他 事 業

指 導 事 業

１．事 業 総 利 益

２．事 業 管 理 費

事 業 利 益

３．事 業 外 収 益

４．事 業 外 費 用

経 常 利 益

５．特 別 利 益

６．特 別 損 失

税引前当期利益

法人税等合計

当 期 剰 余 金

当期未処分剰余金

249,792

38,859

3,499,150

258,991

4,152

146,498

63,700

1,762

388,962

―

2,330

1,854

11,071

15,316

29,776

4,712,219

1,792,806

949,123

4,144,276

382,679

9,265

187,216

77,834

1,344

572,584

457

39,842

3,409

12,051

29,802

10,451

8,213,145

1,543,013

910,263

645,126

123,687

5,113

40,718

14,134

△418

183,622

457

37,512

1,554

979

14,485

△19,325

3,500,925

3,301,214

199,711

191,277

7,585

383,403

42,066

115,228

310,241

83,101

227,139

492,115

63,097

10,417

792,770

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
円
安
を
受
け
た
原
油
・

原
材
料
価
格
高
騰
に
よ
る
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
る
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
抑
制
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
目

指
す
取
り
組
み
が
後
押
し
と
な
り
景
気
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
の

動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明
感
は
依
然

と
し
て
強
い
状
況
で
す
。

　

農
業
面
で
は
、
輸
入
依
存
度
が
高
い
飼
料
、
肥
料
、
燃
油
等
の

生
産
資
材
の
高
騰
、
食
料
自
給
率
の
低
迷
、
農
業
生
産
基
盤
の
弱

体
化
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
発
生
な
ど「
食
」を
支
え
る「
農
」

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
国
も
食
料
安
全
保
障

上
、
大
き
な
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
組
合
員
と
の
対
話
に
よ
る
不
断
の
自
己

改
革
の
実
践
に
取
り
組
み
、
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
及
び
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
自
己
改
革
を
支
え
る
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
国
民
が
必
要
と

し
て
消
費
す
る
食
料
は
で
き
る
だ
け
そ
の
国
で
生
産
す
る
」と
い

う「
国
消
国
産
」の
考
え
方
を
提
唱
し
ま
し
た
。
消
費
者
の
皆
さ

ま
に
は
、「
食
」を
支
え
る
地
域
農
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
発
信
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
、
昨
年
度
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」、「
組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と

「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」、「
総
合
事
業
機
能
発
揮

の
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
」を
柱
と
す
る
中
期
経
営
計
画
を
策
定

し
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
３
カ
年
を
取
り
組
み
期
間
と
い
た
し
ま

し
た
。
中
間
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、
基
本
項
目
に
基
づ
き
、
担

い
手
経
営
体
へ
の
経
営
支
援
と
次
世
代
の
担
い
手
の
育
成
支
援
、

農
畜
産
物
の
販
売
強
化
、
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
営
農

経
済
事
業
の
収
支
改
善
な
ど
を
重
要
取
り
組
み
事
項
と
し
て
進

め
る
中
、
総
合
事
業
機
能
を
継
続
す
る
た
め
の
総
合
事
業
再
編
計

画
を
確
実
に
実
践
し
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
左
記
の
基
本
項
目
の
達
成
に
向
け
て
全

役
職
員
が
一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

活
動
方
針

　

農
業
者
の
高
齢
化
及

び
農
業
後
継
者
不
足
を

は
じ
め
多
く
の
課
題
が

あ
る
中
、
地
域
農
業
の

維
持
・
振
興
に
向
け
た

新
規
就
農
者
の
育
成
並

び
に
担
い
手
組
織
の
発

足
支
援
及
び
育
成
・
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
と
収
穫

量
の
増
加
に
向
け
た
新
た
な
栽
培
技
術
の
普
及
を
行
い
、
農
業

者
の
所
得
増
大
に
向
け
た
営
農
指
導
を
実
施
し
ま
す
。Ｊ
Ａ
の

営
農
指
導
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け
、
職
員
の
各
種
資
格
取
得

及
び
栽
培
を
実
践
す
る
現
場
研
修
等
、
実
践
的
な
研
修
を
実
施

し
、
職
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
多
様
な
担
い
手
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
栽
培
研
修
会（
ア
グ
リ
ゼ
ミ
）を
開
催

し
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
職
員（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）に
よ
る
農
業
生
産
支
援
を

行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
・
農
業
へ
の
理

解
促
進
に
向
け「
食
」

と「
農
」を
基
軸
と
し

た
活
動
と
し
て
、Ｊ
Ａ

食
農
リ
ー
ダ
ー
と
保

育
園
や
幼
稚
園
・
小
中

学
校
と
連
携
し
た
食

農
教
育
活
動
や
各
地

域
で
親
子
を
対
象
と

し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
組
織

が
企
画
す
る「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お
す
す
め
講
座
・
サ
ー
ク

ル
活
動
」を
通
じ
て
、
女
性
部
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
会
員

の
増
員
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
項
目
を
意
識
し

た
活
動
に
よ
り
地
域
農
業
・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
非
会
員
や
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
国
消

国
産
・
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り「
食
」と「
農
」の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
活
動
を
行
い
、Ｊ
Ａ
と
地
域
の
輪
を
広
げ

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

（単位：円）

■貸借対照表

（資産の部） （負債の部）

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示していますので、
　合計金額が一致しない場合があります。

（１）経営基盤強化積立金

（注）１．出資配当は、年1.5％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

第25年度（令和４年度）剰余金処分計算書

当期未処分剰余金

合　　　　　　計

792,770,079

792,770,079

次期繰越剰余金 493,934,933

剰余金処分額

１．利益準備金

２．任意積立金

　経営基盤強化積立金

３．出資配当金

合　　　　　　計

50,000,000   

210,000,000

 （210,000,000）

38,835,146

298,835,146

  令和4年４月１日～令和5年３月３１日 （単位：千円）  （単位：千円）令和5年３月３１日現在

目 的

積立目標額

取崩し基準

貸出金等不良債権の処理、固定資産の減損会計、有価証券の価格下落、会計等法制度の変更に伴う費用の
発生等、金融経済環境の急激な変化及びその他不測の損失発生へのてん補に備え、組合経営の健全な発展
を図ることを目的として積立を行う。
次の金額の合計額を限度額として積み立てる。
①貸倒引当金繰入対象債権の期末残高の10％に相当する額
②有形固定資産（償却累計額控除後）の期末帳簿残高の５％に相当する額
次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発生した場合、その費用相当額
②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相当額
③不稼動資産等処分
不稼動資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、またはその価値の毀損により全額回収
が危ぶまれる場合に評価損を計上する場合、その費用相当額
④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相当額
⑤その他不測の損失等が発生した場合、その費用相当額

：

：

：

（2）税効果調整積立金

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額12,000,000円が含まれています。

積立目標額

取崩し基準

繰延税金資産（法人税等の前払い部分）の剰余金処分を留保するために毎期積立を行う。ただし、繰延税金
負債及び有価証券の評価差額に係る繰延税金資産に対する額を除く。
繰延税金資産が回収された、または回収不能となった年度において当該減少額を取り崩す。

：

：

第25回 通常総代会特集

事
業
計
画

第
26
年
度

令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令
和
６
年
３
月
31
日

基
本
方
針

基
本
項
目

指
導
事
業

営
農
指
導

生
活
指
導

東美濃夏秋トマト生産協議会の現地栽培講習会

あい♥あい会員による地産地消のケチャップ作り

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

当期首繰越剰余金

経営基盤強化積立金取崩額

税効果調整積立金取崩額

１
．農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現

２
．組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と

　
　
「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

３
．総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
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１．信用事業資産
①現金
②預金
　系統預金
　系統外預金
③有価証券
　国債
　地方債
　社債
④貸出金
⑤その他の信用事業資産
　未収収益
　その他の資産
⑥債務保証見返
⑦貸倒引当金
２．共済事業資産
①その他の共済事業資産
３．経済事業資産
①受取手形
②経済事業未収金
③経済受託債権
④棚卸資産
　購買品
　貯蔵品
　その他の棚卸資産
⑤その他の経済事業資産
⑥貸倒引当金
４．雑資産
５．固定資産
①有形固定資産
　建物
　機械装置
　土地
　建設仮勘定
　その他の有形固定資産
　減価償却累計額
②無形固定資産
６．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
７．繰延税金資産
　　資産の部　合計

252,708,262
914,470 

204,471,683 
204,419,914

51,768 
12,736,584
4,537,962 
400,000
7,798,622 
33,657,371 
1,127,642 
1,033,685
93,956
2,000  

△201,489
1,190
1,190

2,905,715
3,017

2,147,744
26,915
657,253
291,348
129,211
236,693
72,973
 △2,188
479,890
3,286,888
3,135,387
6,280,796
2,090,215
1,218,079
13,420

1,603,404
 △8,070,528

151,500
9,841,046
9,599,335
236,811
4,900

138,782
269,361,777

１．信用事業負債
①貯金
②借入金
③その他の信用事業負債
　未払費用
　その他の負債
④債務保証
２．共済事業負債
①共済資金
②未経過共済付加収入
③共済未払費用
④その他の共済事業負債
３．経済事業負債
①経済事業未払金
②経済受託債務
③その他の経済事業負債
４．雑負債
①未払法人税等
②資産除去債務
③その他の負債
５．諸引当金
①賞与引当金
②退職給付引当金
③役員退職慰労引当金
　　　負債の部合計
　　　（純資産の部）
１．組合員資本
①出資金
②再評価積立金
③利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　経営基盤強化積立金
　　税効果調整積立金
　　特別積立金
　　当期未処分剰余金
　　（うち当期剰余金）
④処分未済持分
２．評価・換算差額等
①その他有価証券評価差額金
　　  純資産の部合計

  負債及び純資産の部合計

255,390,603
255,047,192 

1,831 
339,579 
22,767 
316,812 
2,000

932,680
589,842
334,170
6,183
2,483

391,948
337,377
39,963
14,607
369,286
48,937
31,543
288,806
520,981
172,700
313,795
34,486

257,605,500

11,791,101
2,639,642

816
9,166,125
2,935,179
6,230,946
3,109,999
175,739
2,152,437
792,770

（227,139）
 △15,483
 △34,824
 △34,824
11,756,276

269,361,777

信 用 事 業

共 済 事 業

購 買 事 業

販 売 事 業

保 管 事 業

哺育センター事業

堆肥センター事業

加 工 事 業

利 用 事 業

作業受委託事業

葬 祭 事 業

簡易郵便局事業

介護保険事業

そ の 他 事 業

指 導 事 業

１．事 業 総 利 益

２．事 業 管 理 費

事 業 利 益

３．事 業 外 収 益

４．事 業 外 費 用

経 常 利 益

５．特 別 利 益

６．特 別 損 失

税引前当期利益

法人税等合計

当 期 剰 余 金

当期未処分剰余金

249,792

38,859

3,499,150

258,991

4,152

146,498

63,700

1,762

388,962

―

2,330

1,854

11,071

15,316

29,776

4,712,219

1,792,806

949,123

4,144,276

382,679

9,265

187,216

77,834

1,344

572,584

457

39,842

3,409

12,051

29,802

10,451

8,213,145

1,543,013

910,263

645,126

123,687

5,113

40,718

14,134

△418

183,622

457

37,512

1,554

979

14,485

△19,325

3,500,925

3,301,214

199,711

191,277

7,585

383,403

42,066

115,228

310,241

83,101

227,139

492,115

63,097

10,417

792,770

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
円
安
を
受
け
た
原
油
・

原
材
料
価
格
高
騰
に
よ
る
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
る
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
抑
制
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
目

指
す
取
り
組
み
が
後
押
し
と
な
り
景
気
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
の

動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明
感
は
依
然

と
し
て
強
い
状
況
で
す
。

　

農
業
面
で
は
、
輸
入
依
存
度
が
高
い
飼
料
、
肥
料
、
燃
油
等
の

生
産
資
材
の
高
騰
、
食
料
自
給
率
の
低
迷
、
農
業
生
産
基
盤
の
弱

体
化
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
発
生
な
ど「
食
」を
支
え
る「
農
」

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
国
も
食
料
安
全
保
障

上
、
大
き
な
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
組
合
員
と
の
対
話
に
よ
る
不
断
の
自
己

改
革
の
実
践
に
取
り
組
み
、
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
及
び
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
自
己
改
革
を
支
え
る
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
国
民
が
必
要
と

し
て
消
費
す
る
食
料
は
で
き
る
だ
け
そ
の
国
で
生
産
す
る
」と
い

う「
国
消
国
産
」の
考
え
方
を
提
唱
し
ま
し
た
。
消
費
者
の
皆
さ

ま
に
は
、「
食
」を
支
え
る
地
域
農
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
発
信
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
、
昨
年
度
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」、「
組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と

「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」、「
総
合
事
業
機
能
発
揮

の
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
」を
柱
と
す
る
中
期
経
営
計
画
を
策
定

し
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
３
カ
年
を
取
り
組
み
期
間
と
い
た
し
ま

し
た
。
中
間
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、
基
本
項
目
に
基
づ
き
、
担

い
手
経
営
体
へ
の
経
営
支
援
と
次
世
代
の
担
い
手
の
育
成
支
援
、

農
畜
産
物
の
販
売
強
化
、
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
営
農

経
済
事
業
の
収
支
改
善
な
ど
を
重
要
取
り
組
み
事
項
と
し
て
進

め
る
中
、
総
合
事
業
機
能
を
継
続
す
る
た
め
の
総
合
事
業
再
編
計

画
を
確
実
に
実
践
し
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
左
記
の
基
本
項
目
の
達
成
に
向
け
て
全

役
職
員
が
一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

活
動
方
針

　

農
業
者
の
高
齢
化
及

び
農
業
後
継
者
不
足
を

は
じ
め
多
く
の
課
題
が

あ
る
中
、
地
域
農
業
の

維
持
・
振
興
に
向
け
た

新
規
就
農
者
の
育
成
並

び
に
担
い
手
組
織
の
発

足
支
援
及
び
育
成
・
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
と
収
穫

量
の
増
加
に
向
け
た
新
た
な
栽
培
技
術
の
普
及
を
行
い
、
農
業

者
の
所
得
増
大
に
向
け
た
営
農
指
導
を
実
施
し
ま
す
。Ｊ
Ａ
の

営
農
指
導
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け
、
職
員
の
各
種
資
格
取
得

及
び
栽
培
を
実
践
す
る
現
場
研
修
等
、
実
践
的
な
研
修
を
実
施

し
、
職
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
多
様
な
担
い
手
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
栽
培
研
修
会（
ア
グ
リ
ゼ
ミ
）を
開
催

し
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
職
員（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）に
よ
る
農
業
生
産
支
援
を

行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
・
農
業
へ
の
理

解
促
進
に
向
け「
食
」

と「
農
」を
基
軸
と
し

た
活
動
と
し
て
、Ｊ
Ａ

食
農
リ
ー
ダ
ー
と
保

育
園
や
幼
稚
園
・
小
中

学
校
と
連
携
し
た
食

農
教
育
活
動
や
各
地

域
で
親
子
を
対
象
と

し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
組
織

が
企
画
す
る「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お
す
す
め
講
座
・
サ
ー
ク

ル
活
動
」を
通
じ
て
、
女
性
部
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
会
員

の
増
員
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
項
目
を
意
識
し

た
活
動
に
よ
り
地
域
農
業
・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
非
会
員
や
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
国
消

国
産
・
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り「
食
」と「
農
」の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
活
動
を
行
い
、Ｊ
Ａ
と
地
域
の
輪
を
広
げ

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

（単位：円）

■貸借対照表

（資産の部） （負債の部）

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示していますので、
　合計金額が一致しない場合があります。

（１）経営基盤強化積立金

（注）１．出資配当は、年1.5％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

第25年度（令和４年度）剰余金処分計算書

当期未処分剰余金

合　　　　　　計

792,770,079

792,770,079

次期繰越剰余金 493,934,933

剰余金処分額

１．利益準備金

２．任意積立金

　経営基盤強化積立金

３．出資配当金

合　　　　　　計

50,000,000   

210,000,000

 （210,000,000）

38,835,146

298,835,146

  令和4年４月１日～令和5年３月３１日 （単位：千円）  （単位：千円）令和5年３月３１日現在

目 的

積立目標額

取崩し基準

貸出金等不良債権の処理、固定資産の減損会計、有価証券の価格下落、会計等法制度の変更に伴う費用の
発生等、金融経済環境の急激な変化及びその他不測の損失発生へのてん補に備え、組合経営の健全な発展
を図ることを目的として積立を行う。
次の金額の合計額を限度額として積み立てる。
①貸倒引当金繰入対象債権の期末残高の10％に相当する額
②有形固定資産（償却累計額控除後）の期末帳簿残高の５％に相当する額
次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発生した場合、その費用相当額
②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相当額
③不稼動資産等処分
不稼動資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、またはその価値の毀損により全額回収
が危ぶまれる場合に評価損を計上する場合、その費用相当額
④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相当額
⑤その他不測の損失等が発生した場合、その費用相当額

：

：

：

（2）税効果調整積立金

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額12,000,000円が含まれています。

積立目標額

取崩し基準

繰延税金資産（法人税等の前払い部分）の剰余金処分を留保するために毎期積立を行う。ただし、繰延税金
負債及び有価証券の評価差額に係る繰延税金資産に対する額を除く。
繰延税金資産が回収された、または回収不能となった年度において当該減少額を取り崩す。

：

：

第25回 通常総代会特集

事
業
計
画

第
26
年
度

令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令
和
６
年
３
月
31
日

基
本
方
針

基
本
項
目

指
導
事
業

営
農
指
導

生
活
指
導

東美濃夏秋トマト生産協議会の現地栽培講習会

あい♥あい会員による地産地消のケチャップ作り

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

当期首繰越剰余金

経営基盤強化積立金取崩額

税効果調整積立金取崩額

１
．農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現

２
．組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と

　
　
「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

３
．総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
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組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
は
、
当
組
合
の

各
事
業
に
つ
い
て
格
別
の
ご
理
解
・
ご
高
配
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た

第
25
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
議
案
が
可
決
さ
れ
、
そ
の
後
の
第
３
回
理
事
会
に
お
い
て

代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
、
重
責
を
担
う
事
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
責
務
の
大
き
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
全
力

で
誠
実
に
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か
ら
丸
３
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
完
全
な
収
束
と
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
加
え
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
急
激
な

円
安
な
ど
農
業
や
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
特
に
肥
料
・
農
薬
・
飼
料
・
農
業
機
械
な
ど

の
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
農
家
経
営
は
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
生
産
資
材
等
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
低
減
、
提
案
に
つ
な
が
る
予
約
購
買
、
レ
ン
タ
ル
農
機
の

充
実
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
し
、
そ
し
て

有
機
農
業
の
拡
充
や
化
学
肥
料
、
農
薬
の
削

減
を
目
指
し
て
連
合
会
・
行
政
機
関
等
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
期
経
営
計
画
の
３
つ
の
基
本
計

画
に
あ
げ
て
お
り
ま
す
、「
農
業
者
の
所
得

増
大
の
実
現
」・「
組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」

と「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢

献
」・「
総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経

営
基
盤
強
化
」
を
目
指
し
、
特
に
農
業
者
の

所
得
増
大
に
向
け
営
農
事
業
の
充
実
・
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
こ
の
地
域
の
食
材
を
利
用
し
た
新

規
事
業
を
模
索
し
各
役
職
員
が
や
る
気
を

も
っ
て
働
け
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
総

合
事
業
を
営
む
Ｊ
Ａ
と
し
て
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
農
業
振
興
と
地
域
貢
献
を
通
じ
て「
組
合

員
が
結
集
で
き
る
組
合
員
の
Ｊ
Ａ
」と
し
て

認
識
い
た
だ
け
る
農
業
協
同
組
合
運
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、さ
ら
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

支
店
が
実
施
す
る「
支
店
協
同
活
動
」を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
対
外
広
報
活
動
と
し
て
、
広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」、

日
本
農
業
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し

た
Ｊ
Ａ
の
活
動
や
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
准

組
合
員
や
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
支
店
運
営
委
員

会
・
地
域
別
座
談
会
を
開
催
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら

の「
声
」を
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

活
動
方
針　

　

農
業
者
の
皆
さ
ま
の
所
得
増
大
の
実
現
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
多
様
な
販
売
を
実
践
し
、
積
極
的
な
販
路
の
開
拓
を
進

め
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る「
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
」の
販
売
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
東
美
濃
ブ
ラ
ン

ド
」の
強
化
に
向
け
、
栽
培

か
ら
販
売
ま
で
一
貫
性
の
あ

る
事
業
を
実
践
し
、
安
全
・

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
を

行
う
た
め
、Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生

産
工
程
管
理
）を
推
奨
し
、

生
産
部
会
と
一
体
と
な
っ
た

付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
農
業
施
設
は
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

補
修
・
改
修
に
係
る
経
費
の
増
加
に
加
え
、
光
熱
費

等
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
上
昇
も
施
設
収
支
に
大
き
く
影
響
を

受
け
て
お
り
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
農
業

者
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
運
営
を
目
指
し
、
各
施

設
に
お
い
て
利
用
率
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
運

営
及
び
担
い
手
を
中
心
に
様
々
な
作
付
け
計
画
の
提
案
を
行
い
、

計
画
的
な
補
修
・
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
収
支
改
善
に
向
け
た

調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

生
産
資
材
で
は
、
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
中
、
肥
料
・
農
薬
・
農

業
機
械
を
軸
に
生
産
資
材
等
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
・
提
案
に

つ
な
が
る
予
約
購
買
・
レ
ン
タ
ル
農
機
の
充
実
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

を
創
出
し
、
広
く
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

生
活
資
材
で
は
、「
食
」と「
農
」を
通
じ
た
地
元
農
畜
産
物
の
地

産
地
消
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を

よ
り
快
適
に
す
る
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
等
を
活
用
し
た
情

報
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

活
動
方
針

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
地
域
金
融
機
関
を
目
指
し
、「
く
ら
し
・
農
業
・
地
域
」へ
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能（
相
談
・
提
案
）を
基
軸
と
し
た
金
融
仲
介
機

能
を
発
揮
し
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、総
合
事
業
の
堅
持
と
持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
確
立
す
る

た
め
、各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
及
び
給
与
・
年
金
振
込
口
座
の

拡
大
に
よ
る
貯
金
量
の
増
加
並
び
に
農
業
者
・
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
農
業
関
連
貸
出
金
・
住
宅
ロ
ー
ン
・
小

口
ロ
ー
ン
等
の
提
供
に
よ
る
貸
出
金
の
増
強
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の「
未
来
づ
く
り
」の
実
現
の
た
め
、

協
同
の
力
に
よ
る「
寄
り
添
う
」「
届
け
る
」「
つ
な
が
る
」を
通
じ

た
お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
と
高
度
な
知
識
を
習
得
し
た

専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
に
よ
る
相
談
・
提
案
活
動
を
実
践
し

ま
す
。
ま
た
、「
３
Ｑ
＆
は
じ
ま
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
お
役
立
ち
ア

ン
ケ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
ご
満
足
い
た
だ
け
る
保
障
の
提
案
に
よ
る

利
用
者
の
拡
大
と
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

組
合
員
・
利
用
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
22
日

の
総
代
会
終
了
を

も
ち
ま
し
て
、
東
美

濃
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
常
務
理
事
と
し
て
就
任
以
来
、
平
成
24
年
に
代
表
理

事
専
務
、
令
和
２
年
よ
り
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
、
通
算
15
年
と

い
う
永
き
に
亘
り
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
の
運
営
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し

た
。
職
員
時
代
を
含
め
ま
す
と
47
年
間
、Ｊ
Ａ
で
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
長
就
任
時
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

厳
し
い
金
融
環
境
、
経
済
環
境
の
な
か
、
待
っ
た
な
し
の
経
営
改
革

の
必
要
性
を
痛
感
し
、
経
営
基
盤
強
化
を
目
指
し
て
経
営
改
革
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
総
合
事
業
再
編
計
画
を
策
定
し
、
役
員
を

は
じ
め
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
も
と
計
画
を
進
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
定
の

成
果
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
合
併
25
周
年
の
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。
新
た
な
歴
史
に
む
か
っ
て
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

任
期
中
は
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
衷
心

よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第25回 通常総代会特集

販
売
事
業

購
買
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

利
用
施
設
事
業

組
織
広
報

休日共済相談窓口
を設置
（ローンセンター恵那店）

新たな恵那支店オープン

東美濃夏秋トマト生産協議会が市場視察

ギ
ャ
ッ
プ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

「
組
合
員
が
結
集
で
き
る

　
組
合
員
の
Ｊ
Ａ
」を
目
指
し
ま
す

東美濃農業協同組合
代表理事組合長

荻野 修三

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前代表理事組合長
細江 成徳
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組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
は
、
当
組
合
の

各
事
業
に
つ
い
て
格
別
の
ご
理
解
・
ご
高
配
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た

第
25
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
議
案
が
可
決
さ
れ
、
そ
の
後
の
第
３
回
理
事
会
に
お
い
て

代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
、
重
責
を
担
う
事
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
責
務
の
大
き
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
全
力

で
誠
実
に
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か
ら
丸
３
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
完
全
な
収
束
と
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
加
え
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
急
激
な

円
安
な
ど
農
業
や
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
特
に
肥
料
・
農
薬
・
飼
料
・
農
業
機
械
な
ど

の
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
農
家
経
営
は
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
生
産
資
材
等
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
低
減
、
提
案
に
つ
な
が
る
予
約
購
買
、
レ
ン
タ
ル
農
機
の

充
実
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
し
、
そ
し
て

有
機
農
業
の
拡
充
や
化
学
肥
料
、
農
薬
の
削

減
を
目
指
し
て
連
合
会
・
行
政
機
関
等
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
期
経
営
計
画
の
３
つ
の
基
本
計

画
に
あ
げ
て
お
り
ま
す
、「
農
業
者
の
所
得

増
大
の
実
現
」・「
組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」

と「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢

献
」・「
総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経

営
基
盤
強
化
」
を
目
指
し
、
特
に
農
業
者
の

所
得
増
大
に
向
け
営
農
事
業
の
充
実
・
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
こ
の
地
域
の
食
材
を
利
用
し
た
新

規
事
業
を
模
索
し
各
役
職
員
が
や
る
気
を

も
っ
て
働
け
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
総

合
事
業
を
営
む
Ｊ
Ａ
と
し
て
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
農
業
振
興
と
地
域
貢
献
を
通
じ
て「
組
合

員
が
結
集
で
き
る
組
合
員
の
Ｊ
Ａ
」と
し
て

認
識
い
た
だ
け
る
農
業
協
同
組
合
運
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、さ
ら
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

支
店
が
実
施
す
る「
支
店
協
同
活
動
」を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
対
外
広
報
活
動
と
し
て
、
広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」、

日
本
農
業
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し

た
Ｊ
Ａ
の
活
動
や
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
准

組
合
員
や
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
支
店
運
営
委
員

会
・
地
域
別
座
談
会
を
開
催
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら

の「
声
」を
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

活
動
方
針　

　

農
業
者
の
皆
さ
ま
の
所
得
増
大
の
実
現
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
多
様
な
販
売
を
実
践
し
、
積
極
的
な
販
路
の
開
拓
を
進

め
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る「
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
」の
販
売
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
東
美
濃
ブ
ラ
ン

ド
」の
強
化
に
向
け
、
栽
培

か
ら
販
売
ま
で
一
貫
性
の
あ

る
事
業
を
実
践
し
、
安
全
・

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
を

行
う
た
め
、Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生

産
工
程
管
理
）を
推
奨
し
、

生
産
部
会
と
一
体
と
な
っ
た

付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
農
業
施
設
は
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

補
修
・
改
修
に
係
る
経
費
の
増
加
に
加
え
、
光
熱
費

等
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
上
昇
も
施
設
収
支
に
大
き
く
影
響
を

受
け
て
お
り
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
農
業

者
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
運
営
を
目
指
し
、
各
施

設
に
お
い
て
利
用
率
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
運

営
及
び
担
い
手
を
中
心
に
様
々
な
作
付
け
計
画
の
提
案
を
行
い
、

計
画
的
な
補
修
・
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
収
支
改
善
に
向
け
た

調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

生
産
資
材
で
は
、
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
中
、
肥
料
・
農
薬
・
農

業
機
械
を
軸
に
生
産
資
材
等
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
・
提
案
に

つ
な
が
る
予
約
購
買
・
レ
ン
タ
ル
農
機
の
充
実
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

を
創
出
し
、
広
く
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

生
活
資
材
で
は
、「
食
」と「
農
」を
通
じ
た
地
元
農
畜
産
物
の
地

産
地
消
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を

よ
り
快
適
に
す
る
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
等
を
活
用
し
た
情

報
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

活
動
方
針

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
地
域
金
融
機
関
を
目
指
し
、「
く
ら
し
・
農
業
・
地
域
」へ
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能（
相
談
・
提
案
）を
基
軸
と
し
た
金
融
仲
介
機

能
を
発
揮
し
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、総
合
事
業
の
堅
持
と
持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
確
立
す
る

た
め
、各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
及
び
給
与
・
年
金
振
込
口
座
の

拡
大
に
よ
る
貯
金
量
の
増
加
並
び
に
農
業
者
・
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
農
業
関
連
貸
出
金
・
住
宅
ロ
ー
ン
・
小

口
ロ
ー
ン
等
の
提
供
に
よ
る
貸
出
金
の
増
強
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の「
未
来
づ
く
り
」の
実
現
の
た
め
、

協
同
の
力
に
よ
る「
寄
り
添
う
」「
届
け
る
」「
つ
な
が
る
」を
通
じ

た
お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
と
高
度
な
知
識
を
習
得
し
た

専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
に
よ
る
相
談
・
提
案
活
動
を
実
践
し

ま
す
。
ま
た
、「
３
Ｑ
＆
は
じ
ま
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
お
役
立
ち
ア

ン
ケ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
ご
満
足
い
た
だ
け
る
保
障
の
提
案
に
よ
る

利
用
者
の
拡
大
と
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

組
合
員
・
利
用
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
22
日

の
総
代
会
終
了
を

も
ち
ま
し
て
、
東
美

濃
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
常
務
理
事
と
し
て
就
任
以
来
、
平
成
24
年
に
代
表
理

事
専
務
、
令
和
２
年
よ
り
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
、
通
算
15
年
と

い
う
永
き
に
亘
り
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
の
運
営
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し

た
。
職
員
時
代
を
含
め
ま
す
と
47
年
間
、Ｊ
Ａ
で
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
長
就
任
時
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

厳
し
い
金
融
環
境
、
経
済
環
境
の
な
か
、
待
っ
た
な
し
の
経
営
改
革

の
必
要
性
を
痛
感
し
、
経
営
基
盤
強
化
を
目
指
し
て
経
営
改
革
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
総
合
事
業
再
編
計
画
を
策
定
し
、
役
員
を

は
じ
め
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
も
と
計
画
を
進
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
定
の

成
果
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
合
併
25
周
年
の
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。
新
た
な
歴
史
に
む
か
っ
て
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

任
期
中
は
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
衷
心

よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第25回 通常総代会特集

販
売
事
業

購
買
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

利
用
施
設
事
業

組
織
広
報

休日共済相談窓口
を設置
（ローンセンター恵那店）

新たな恵那支店オープン

東美濃夏秋トマト生産協議会が市場視察

ギ
ャ
ッ
プ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

「
組
合
員
が
結
集
で
き
る

　
組
合
員
の
Ｊ
Ａ
」を
目
指
し
ま
す

東美濃農業協同組合
代表理事組合長

荻野 修三

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前代表理事組合長
細江 成徳
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東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
が
生

産
す
る
ト
マ
ト
の
出
荷
が
６
月
中
旬
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
１
２
３
戸
は
、
19
・
4
㌶

で
品
種「
麗
夏
」、「
麗
月
」等
を
栽
培
し
、11

月
中
旬
ま
で
に
主
に
京
都
、岐
阜
、名
古
屋

市
場
へ
１
，５
０
０
㌧
あ
ま
り
を
出
荷
す

る
計
画
で
す
。
こ
の
ト
マ
ト
は「
味
が
良
く
、

日
持
ち
も
良
い
」と
市
場
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」「
カ
シ
モ
ー
ル
」で
の
販
売
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
が
生
産
す
る
な
す
の
出
荷
が

６
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
で
は
、中

山
間
地
の
気
候
を
活
か
し
て
、32

戸
が
１
・
４
㌶
で
品
質
の
高
い
夏

秋
な
す
の
生
産
に
励
ん
で
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
87
㌧
を
岐
阜
、
京

都
の
市
場
へ
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
４
カ
所
の

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
、
水
稲
や
野

菜
の
栽
培
に
つ
い
て
学
べ
る
ア
グ

リ
ゼ
ミ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
ら
が
講
師

に
な
り
、
参
加
者
の
要
望
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
栽
培
管
理
の
コ
ツ

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

恵
那
北
ト
マ
ト
生
産
組
合
と
Ｊ
Ａ
ひ

が
し
み
の
は
６
月
15
・
16
日
、
京
都
青

果
合
同
株
式
会
社（
京
都
市
）と
お
お

さ
か
パ
ル
コ
ー
プ（
大
阪
市
）の
配
達

員
ら
30
名
を
中
津
川
市
加
子
母
に
招
き
、

「
か
し
も
ト
マ
ト
」の
産
地
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
整
然
と
し
た
ト
マ
ト
ハ

ウ
ス
と
栽
培
本
数
の
多
さ
に
驚
い
た
。

生
産
に
か
け
る
農
家
の
思
い
を
職
場
や

コ
ー
プ
利
用
者
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

全
農
と
岐
阜
県
Ｊ
Ａ-

Ｍ
Ｃ
協
議
会
は
６
月
５
日
、
中

津
川
市
福
岡
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
研
修
会
を
開
き
、
担
い
手
や

Ｊ
Ａ
な
ど
の
40
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
農
業
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
る
中
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
に
よ
り
操
舵
を
自
動
ア
シ
ス
ト
す
る
ヰ
セ
キ
の
ロ

ボ
ッ
ト
田
植
機
の
実
演
が
行
わ
れ
、

効
率
化
、
省
力
化
へ
向
け
た
技
術

と
し
て
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
第
25
回
通
常
総
代
会
で
、
令
和
4
年
度
剰
余

金
処
分
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
出
資
配
当
金

は
、
6
月
29
日
付
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
貯
金

口
座
へ
入
金
致
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
組
合
員
資
格
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
定
款
第
15
条
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
書
面
に
て
当
Ｊ
Ａ
に
お
届
け
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手
数

で
す
が
当
Ｊ
Ａ
の
最
寄
り
の
支
店
へ
組
合
員
資

格
の
変
更
を
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
資
格
に
は
農
業
者
で
あ
る
正
組
合
員

と
、
農
業
者
以
外
で
あ
る
准
組
合
員
の
2
つ
が

あ
り
ま
す
。

　
正
組
合
員
は
、
個
人
の
場
合
耕
作
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
農
業
を
営
む
方
、
も
し
く
は
農
業
に

年
間
30
日
以
上
従
事
す
る
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
な
お
、
組
合
員
資
格
の
詳
細
な
ど
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
支
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
表
理
事
組
合
長〈
新
任
〉

　
荻
野
　 

修
三
（
中
津
川
市
千
旦
林
）

代
表
理
事
専
務〈
新
任
〉

　（
兼
企
画
総
務
管
理
担
当
常
務
）

　
吉
村
　 

利
己
（
中
津
川
市
下
野
）

常
務
理
事〈
新
任
〉

　（
営
農
経
済
担
当
）

　
渡
邊
　 

裕
之
（
恵
那
市
東
野
）

　（
金
融
共
済
担
当
）

　
水
野
　 

富
夫
（
恵
那
市
長
島
町
）

非
常
勤
理
事〈
再
任
・
以
下
12
名
〉

　
塚
田
　 

芳
己
（
恵
那
市
明
智
町
）

　
安
藤
　 

菊
男
（
恵
那
市
上
矢
作
町
）

　
粥
川
　 
茂
和
（
中
津
川
市
川
上
）

　
中
島
　
　 
等
（
中
津
川
市
加
子
母
）

　
土
屋
　 

厚
子
（
中
津
川
市
千
旦
林
）

　
後
藤
　 

展
子
（
中
津
川
市
駒
場
）

　
鈴
木
　 

雅
博
（
恵
那
市
山
岡
町
）

　
梅
本
　 

信
枝
（
恵
那
市
上
矢
作
町
）

　
千
藤
　 

重
明
（
恵
那
市
東
野
）

　
青
木
　 

清
次
（
中
津
川
市
蛭
川
）

　
吉
村
　 

久
資
（
中
津
川
市
瀬
戸
）

　
森
本
　 

茂
樹
（
中
津
川
市
福
岡
）

非
常
勤
理
事〈
新
任
・
以
下
11
名
〉

　
西
尾
　 

和
洋
（
恵
那
市
岩
村
町
）

　
丸
山
　 

宗
亮
（
恵
那
市
三
郷
町
）

　
三
尾 

智
恵
子
（
中
津
川
市
付
知
町
）

　
平
井
　 

昭
子
（
恵
那
市
飯
地
町
）

　
三
宅
　 

智
子
（
恵
那
市
東
野
）

　
水
野 

ま
り
子
（
恵
那
市
長
島
町
）

　
本
多
　 

弘
尚
（
中
津
川
市
飯
沼
）

　
加
藤
　 

展
弥
（
中
津
川
市
坂
下
）

　
堀
　
　 

直
明
（
中
津
川
市
中
津
川
）

　
横
山
　 

眞
直
（
中
津
川
市
付
知
町
）

　
田
口
　 

勝
徳
（
中
津
川
市
落
合
）

代
表
監
事〈
新
任
〉

　
小
木
曽 

信
夫
（
恵
那
市
三
郷
町
）

常
勤
監
事〈
再
任
〉

　
山
内
　
弘
明
（
中
津
川
市
付
知
町
）

員
外
監
事〈
再
任
〉

　
勝
　
　 

宏
児
（
中
津
川
市
茄
子
川
）

非
常
勤
監
事〈
新
任
・
以
下
３
名
〉

　
日
下
部 

信
康
（
中
津
川
市
付
知
町
）

　
山
本
　 

通
朗
（
恵
那
市
山
岡
町
）

　
西
尾
　
　 

学
（
中
津
川
市
茄
子
川
）

2023 7月
JAひがしみの

味
と
品
質
に
定
評

東
美
濃
産
ト
マ
ト

出
荷
ス
タ
ー
ト

家
庭
菜
園
の
疑
問
を
解
決

ア
グ
リ
ゼ
ミ
ひ
ら
く

お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
な
ど

「
か
し
も
ト
マ
ト
」の

産
地
研
修

東
美
濃
産
夏
秋
な
す

出
荷
順
調
に
ス
タ
ー
ト

かしもトマトの生産者に話を聞くおおさかパルコープの配達員ら

担
い
手
ら
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修

ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
な
ど
実
演

６月中旬から稼働している中津川トマト選果場

６月１６日に開いた出荷目揃え会

６月９日に下野いきいき会館で開かれたアグ
リゼミ野菜コース

無人の状態で自動で田植え
をするロボット田植機の実演

第25回 通常総代会特集

新
役
員
の
ご
紹
介

令
和
４
年
度
分

「
出
資
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と

  

組
合
員
資
格
確
認
の
お
願
い
」

平
井
　 

昭
子

三
宅
　 

智
子

水
野 

ま
り
子

本
多
　 

弘
尚

加
藤
　 

展
弥

堀
　
　 

直
明

横
山
　 

眞
直

田
口
　 

勝
徳

勝
　 

　
宏
児

日
下
部 

信
康

山
本
　 

通
朗

西
尾
　
　 

学

山
内
　 

弘
明

水
野
　 

富
夫

渡
邊
　 

裕
之

吉
村
　 

利
己

荻
野
　 

修
三

小
木
曽 

信
夫

塚
田
　 

芳
己

粥
川
　 

茂
和

安
藤
　 

菊
男

中
島
　
　 

等

土
屋
　 

厚
子

後
藤
　 

展
子

鈴
木
　 

雅
博

梅
本
　 

信
枝

千
藤
　 

重
明

青
木
　 

清
次

吉
村
　 

久
資

森
本
　 

茂
樹

西
尾
　 

和
洋

丸
山
　 

宗
亮

三
尾 

智
恵
子

【
職
員
退
職
者
】（
6
月
22
日
付
）

■
営
業
推
進
部
　
部
長
　
水
野 

富
夫

※
右
記
組
合
員
資
格
の
他
、
お
届
け
い
た
だ
い
て
い

る
お
名
前
・
ご
住
所
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
や
組

合
員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
な
ど
も
お
届
け
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　※
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
名
義
で
、
は
が
き

「
出
資
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と
組
合
員
資
格
確

認
の
お
願
い
」が
届
い
て
い
る
場
合
、
当
Ｊ
Ａ
の

出
資
金
が
名
義
変
更（
相
続
手
続
）さ
れ
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ＪＡタウンのサイトは
こちら
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東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
が
生

産
す
る
ト
マ
ト
の
出
荷
が
６
月
中
旬
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
１
２
３
戸
は
、
19
・
4
㌶

で
品
種「
麗
夏
」、「
麗
月
」等
を
栽
培
し
、11

月
中
旬
ま
で
に
主
に
京
都
、岐
阜
、名
古
屋

市
場
へ
１
，５
０
０
㌧
あ
ま
り
を
出
荷
す

る
計
画
で
す
。
こ
の
ト
マ
ト
は「
味
が
良
く
、

日
持
ち
も
良
い
」と
市
場
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」「
カ
シ
モ
ー
ル
」で
の
販
売
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
が
生
産
す
る
な
す
の
出
荷
が

６
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
で
は
、中

山
間
地
の
気
候
を
活
か
し
て
、32

戸
が
１
・
４
㌶
で
品
質
の
高
い
夏

秋
な
す
の
生
産
に
励
ん
で
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
87
㌧
を
岐
阜
、
京

都
の
市
場
へ
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
４
カ
所
の

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
、
水
稲
や
野

菜
の
栽
培
に
つ
い
て
学
べ
る
ア
グ

リ
ゼ
ミ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
ら
が
講
師

に
な
り
、
参
加
者
の
要
望
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
栽
培
管
理
の
コ
ツ

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

恵
那
北
ト
マ
ト
生
産
組
合
と
Ｊ
Ａ
ひ

が
し
み
の
は
６
月
15
・
16
日
、
京
都
青

果
合
同
株
式
会
社（
京
都
市
）と
お
お

さ
か
パ
ル
コ
ー
プ（
大
阪
市
）の
配
達

員
ら
30
名
を
中
津
川
市
加
子
母
に
招
き
、

「
か
し
も
ト
マ
ト
」の
産
地
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
整
然
と
し
た
ト
マ
ト
ハ

ウ
ス
と
栽
培
本
数
の
多
さ
に
驚
い
た
。

生
産
に
か
け
る
農
家
の
思
い
を
職
場
や

コ
ー
プ
利
用
者
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

全
農
と
岐
阜
県
Ｊ
Ａ-

Ｍ
Ｃ
協
議
会
は
６
月
５
日
、
中

津
川
市
福
岡
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
研
修
会
を
開
き
、
担
い
手
や

Ｊ
Ａ
な
ど
の
40
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
農
業
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
る
中
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
に
よ
り
操
舵
を
自
動
ア
シ
ス
ト
す
る
ヰ
セ
キ
の
ロ

ボ
ッ
ト
田
植
機
の
実
演
が
行
わ
れ
、

効
率
化
、
省
力
化
へ
向
け
た
技
術

と
し
て
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
第
25
回
通
常
総
代
会
で
、
令
和
4
年
度
剰
余

金
処
分
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
出
資
配
当
金

は
、
6
月
29
日
付
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
貯
金

口
座
へ
入
金
致
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
組
合
員
資
格
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
定
款
第
15
条
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
書
面
に
て
当
Ｊ
Ａ
に
お
届
け
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手
数

で
す
が
当
Ｊ
Ａ
の
最
寄
り
の
支
店
へ
組
合
員
資

格
の
変
更
を
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
資
格
に
は
農
業
者
で
あ
る
正
組
合
員

と
、
農
業
者
以
外
で
あ
る
准
組
合
員
の
2
つ
が

あ
り
ま
す
。

　
正
組
合
員
は
、
個
人
の
場
合
耕
作
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
農
業
を
営
む
方
、
も
し
く
は
農
業
に

年
間
30
日
以
上
従
事
す
る
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
な
お
、
組
合
員
資
格
の
詳
細
な
ど
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
支
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
表
理
事
組
合
長〈
新
任
〉

　
荻
野
　 

修
三
（
中
津
川
市
千
旦
林
）

代
表
理
事
専
務〈
新
任
〉

　（
兼
企
画
総
務
管
理
担
当
常
務
）

　
吉
村
　 

利
己
（
中
津
川
市
下
野
）

常
務
理
事〈
新
任
〉

　（
営
農
経
済
担
当
）

　
渡
邊
　 

裕
之
（
恵
那
市
東
野
）

　（
金
融
共
済
担
当
）

　
水
野
　 

富
夫
（
恵
那
市
長
島
町
）

非
常
勤
理
事〈
再
任
・
以
下
12
名
〉

　
塚
田
　 

芳
己
（
恵
那
市
明
智
町
）

　
安
藤
　 

菊
男
（
恵
那
市
上
矢
作
町
）

　
粥
川
　 

茂
和
（
中
津
川
市
川
上
）

　
中
島
　
　 

等
（
中
津
川
市
加
子
母
）

　
土
屋
　 

厚
子
（
中
津
川
市
千
旦
林
）

　
後
藤
　 

展
子
（
中
津
川
市
駒
場
）

　
鈴
木
　 

雅
博
（
恵
那
市
山
岡
町
）

　
梅
本
　 

信
枝
（
恵
那
市
上
矢
作
町
）

　
千
藤
　 

重
明
（
恵
那
市
東
野
）

　
青
木
　 

清
次
（
中
津
川
市
蛭
川
）

　
吉
村
　 

久
資
（
中
津
川
市
瀬
戸
）

　
森
本
　 

茂
樹
（
中
津
川
市
福
岡
）

非
常
勤
理
事〈
新
任
・
以
下
11
名
〉

　
西
尾
　 

和
洋
（
恵
那
市
岩
村
町
）

　
丸
山
　 

宗
亮
（
恵
那
市
三
郷
町
）

　
三
尾 

智
恵
子
（
中
津
川
市
付
知
町
）

　
平
井
　 

昭
子
（
恵
那
市
飯
地
町
）

　
三
宅
　 

智
子
（
恵
那
市
東
野
）

　
水
野 

ま
り
子
（
恵
那
市
長
島
町
）

　
本
多
　 

弘
尚
（
中
津
川
市
飯
沼
）

　
加
藤
　 

展
弥
（
中
津
川
市
坂
下
）

　
堀
　
　 

直
明
（
中
津
川
市
中
津
川
）

　
横
山
　 

眞
直
（
中
津
川
市
付
知
町
）

　
田
口
　 

勝
徳
（
中
津
川
市
落
合
）

代
表
監
事〈
新
任
〉

　
小
木
曽 

信
夫
（
恵
那
市
三
郷
町
）

常
勤
監
事〈
再
任
〉

　
山
内
　
弘
明
（
中
津
川
市
付
知
町
）

員
外
監
事〈
再
任
〉

　
勝
　
　 

宏
児
（
中
津
川
市
茄
子
川
）

非
常
勤
監
事〈
新
任
・
以
下
３
名
〉

　
日
下
部 

信
康
（
中
津
川
市
付
知
町
）

　
山
本
　 

通
朗
（
恵
那
市
山
岡
町
）

　
西
尾
　
　 

学
（
中
津
川
市
茄
子
川
）
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新
役
員
の
ご
紹
介

令
和
４
年
度
分

「
出
資
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と

  

組
合
員
資
格
確
認
の
お
願
い
」

平
井
　 

昭
子

三
宅
　 

智
子

水
野 

ま
り
子

本
多
　 

弘
尚

加
藤
　 

展
弥

堀
　
　 

直
明

横
山
　 

眞
直

田
口
　 

勝
徳

勝
　 

　
宏
児

日
下
部 

信
康

山
本
　 

通
朗

西
尾
　
　 

学

山
内
　 

弘
明

水
野
　 

富
夫

渡
邊
　 

裕
之

吉
村
　 

利
己

荻
野
　 

修
三

小
木
曽 

信
夫

塚
田
　 

芳
己

粥
川
　 

茂
和

安
藤
　 

菊
男

中
島
　
　 

等

土
屋
　 

厚
子

後
藤
　 

展
子

鈴
木
　 

雅
博

梅
本
　 

信
枝

千
藤
　 

重
明

青
木
　 

清
次

吉
村
　 

久
資

森
本
　 

茂
樹

西
尾
　 

和
洋

丸
山
　 

宗
亮

三
尾 

智
恵
子

【
職
員
退
職
者
】（
6
月
22
日
付
）

■
営
業
推
進
部
　
部
長
　
水
野 

富
夫

※
右
記
組
合
員
資
格
の
他
、
お
届
け
い
た
だ
い
て
い

る
お
名
前
・
ご
住
所
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
や
組

合
員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
な
ど
も
お
届
け
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　※
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
名
義
で
、
は
が
き

「
出
資
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と
組
合
員
資
格
確

認
の
お
願
い
」が
届
い
て
い
る
場
合
、
当
Ｊ
Ａ
の

出
資
金
が
名
義
変
更（
相
続
手
続
）さ
れ
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ＪＡタウンのサイトは
こちら
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赤
キ
ャ
ベ
ツ
に
似
て
い

ま
す
が
、レ
タ
ス
の
仲
間

で
結
球
レ
タ
ス
を
小
ぶ
り

に
し
た
形
で
す
。特
有
の
苦
み
と
鮮
や
か

な
赤
紫
で
、サ
ラ
ダ
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。

　
発
芽
と
成
長
の
適
温
は
15
〜
20
度
な
の

で
、夏
と
冬
の
生
育
は
困
難
で
す
。中
間
地

で
は
、種
ま
き
適
期
は
８
月
で
、収
穫
期
は

11
〜
12
月
で
す
。

【
品
　
種
】

　
「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
」（
ト
キ
タ
種
苗
）、「
イ
ノ

セ
ン
ト
」（
タ
キ
イ
種
苗
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
苗
作
り
】

　
小
型
ポ
ッ
ト
か
セ
ル
ト
レ
ー
に
１
穴
当

た
り
４
〜
５
粒
ず
つ
種
を
ま
き
、
種
ま
き

後
は
新
聞
紙
を
か
け
、
強
い
日
差
し
を
避

け
る
よ
う
に
し
ま
す（
図
１
）。
暑
い
時
期

で
蒸
散
が
盛
ん
な
た
め
、
た
っ
ぷ
り
潅
水

し
ま
す
。
本
葉
２
枚
ま
で
に
１
本
に
な
る

よ
う
に
間
引
き
ま
す
。
本
葉
３
〜
４
枚
ま

で
し
っ
か
り
し
た
苗
を
作
り
ま
す
。
育
苗

中
は
、
日
よ
け
の
ト
ン
ネ
ル
や
よ
し
ず
を

か
け
て
強
い
日
差
し
を
避
け
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】 

　
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０

ｇ
を
ま
き
、土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

次
に
、植
え
付
け
１
週
間
前
に
、幅
90
㎝
程

度
の
栽
培
床（
ベ
ッ
ド
）に
、元
肥
と
し
て

化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）２
０
０

ｇ
程
度
と
堆
肥
２
〜
３
㎏
を
施
し
ま
す

（
図
２
）。

【
植
え
付
け
】

　
栽
培
床
を
平
ら
に
し
、水
分
保
持
と
雑

草
を
抑
え
る
た
め
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を
張

り
ま
す（
図
３
）。条
間
30
㎝
で
は
３
条
、条

間
40
㎝
で
は
２
条
と
し
、株
間
30
㎝
に
植

え
付
け
ま
す（
図
４
）。

【
追
　
肥
】

　
１
回
目
は
植
え
付
け
の
２
〜
３
週
間
後
、

２
回
目
は
球
が
巻
き
始
め
た
頃
に
、そ
れ

ぞ
れ
１
平
方
ｍ
当
た
り
30
ｇ
程
度
の
化
成

肥
料
を
施
し
、株
元
に
土
を
寄
せ
て
お
き

ま
す
。マ
ル
チ
栽
培
で
は
１
回
目
は
マ
ル

チ
穴
に
、２
回
目
は
栽
培
床
の
両
側
に
施
し
、

土
を
寄
せ
て
お
き
ま
す
。

【
病
害
虫
の
防
除
】

　
高
温
期
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
が
発
生
し

ま
す
が
、比
較
的
害
虫
は
少
な
い
野
菜
で
す
。

発
生
の
多
い
と
き
は
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水

溶
剤
を
用
い
ま
す
。

【
収
　
穫
】

　
秋
が
深
ま
り
寒
く
な
る
と
、赤
色
が
鮮

や
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。頭
部
を
押
さ
え

て
球
が
固
く
巻
い
て
き
た
ら
、株
元
に
包

丁
を
入
れ
て
切
り
取
り
ま
す
。再
度
、包
丁

を
入
れ
て
下
葉
を
落
と
し
て
結
球
部
を
調

製
し
ま
す（
図
５
）。

　

全
農
岐
阜
関
家
畜
流
通
セ
ン
タ
ー
で
６
月
９
日
、
今
年
度

２
回
目
の
子
牛
市
場
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
場
全
体
で
３
２
８

頭
が
取
り
引
き
さ
れ
、
管
内

か
ら
は
62
頭
の
販
売
と
な
り

ま
し
た
。
市
場
全
体
の
平
均
価

格
は
58
万
３
３
４
円
で
し
た

が
、
ひ
が
し
み
の
の
平
均
価
格

は
58
万
２,
２
５
１
円
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
地
域
の
活

性
化
に
向
け
、Ｊ
Ａ
と
組
合
員
、
地

域
住
民
と
の
交
流
を
目
的
に
支
店
協

同
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
行

事
へ
の
参
加
や
、
あ
い
♥
あ
い
会
員

や
地
域
の
方
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
、
支
店
周
辺
の
美
化
活
動
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
女
性
連
絡
協
議
会
と
Ｊ
Ａ

中
央
会
は
６
月
１
日
、
羽
島
市
で「
Ｊ
Ａ

女
性
部
活
動
体
験
発
表
会
」「
家
の
光
記

事
活
用
発
表
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動
体
験
発
表
会
」に

は
県
下
６
Ｊ
Ａ
の
代
表
が
出
場
。Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
か
ら
は
山
本

さ
ち
よ
副
会
長（
東
美
濃
女
性
連
絡
協
議
会
）が「『
お
も
い
』を
ひ
と
つ

に
」と
題
し
て
発
表
し
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
７
月
18
日
に
愛
知
県
で
開
か
れ
る「
Ｊ
Ａ
女
性
組

織
東
海
北
陸
地
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」に
県
代
表
で
出
場
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
５
月
25
日
、
本
店
で
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
を
開
き
、
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
教
育
関
係
や
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
仕
事
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ

を
伝
え
た
い
と
感
じ
た
こ
と
が
参
加
の

き
っ
か
け
と
話
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は「
ま

め
な
か
な
運
動
」の
一
環
と
し
て
、
こ

う
し
た
講
師
を
育
成
し
、
子
ど
も
た
ち

が
行
う
大
豆
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
の
食

農
体
験
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

中
津
川
公
園
で
５
月
28
日
、

「
第
６
回
清
流
木
曽
川 

中
津
川

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」が
開
催
さ
れ
、

１
３
１
チ
ー
ム
９
５
２
人
が
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
競
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
入
賞
者

へ
の
副
賞
と
し
て
飛
騨
牛
や
栗

旨
豚
の
合
計
13
万
円
分
あ
ま
り

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
大
会
に
提
供

し
ま
し
た
。

あい♥あい会員を対象に６月５日に阿木川ダム
湖周辺をウォーキング

あい♥あい会員サークル「ＹＯＵ」
と職員が６月４日、六斎市で野菜
とクラフトかごの販売

あい♥あい会員を対象に６月13日にＪＡ本店で
もめん豆腐づくり

ト
レ
ビ
ス

苗
作
り
は
十
分
な
潅
水
を

か
ん
　
す
い

2023年
7月

６
月
期
関
子
牛
市
場

支
店
協
同
活
動
各
地
で

地
域
活
性
化
に

取
り
組
む

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
女
性
連
絡
協
議
会

最
優
秀
賞
に
輝
く

「
食
の
大
切
さ
伝
え
た
い
」

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

取り引きの様子

第
６
回
清
流
木
曽
川　

中
津
川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
が
飛
騨
牛
な
ど
協
賛

ゲストの森脇健児さんから飛騨牛３万円分の副賞を受け
取る優勝チームメンバー

活
動
体
験
発
表
会
で
最
優
秀
賞
の

表
彰
を
受
け
る
山
本
さ
ち
よ
さ
ん
㊨

きな粉を使ってげんこつ飴作りの実習をする参加者

図1 苗作り

図2  畑の準備

図3  マルチ張り

図4  植え付け

図5  収穫
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赤
キ
ャ
ベ
ツ
に
似
て
い

ま
す
が
、レ
タ
ス
の
仲
間

で
結
球
レ
タ
ス
を
小
ぶ
り

に
し
た
形
で
す
。特
有
の
苦
み
と
鮮
や
か

な
赤
紫
で
、サ
ラ
ダ
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。

　
発
芽
と
成
長
の
適
温
は
15
〜
20
度
な
の

で
、夏
と
冬
の
生
育
は
困
難
で
す
。中
間
地

で
は
、種
ま
き
適
期
は
８
月
で
、収
穫
期
は

11
〜
12
月
で
す
。

【
品
　
種
】

　
「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
」（
ト
キ
タ
種
苗
）、「
イ
ノ

セ
ン
ト
」（
タ
キ
イ
種
苗
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
苗
作
り
】

　
小
型
ポ
ッ
ト
か
セ
ル
ト
レ
ー
に
１
穴
当

た
り
４
〜
５
粒
ず
つ
種
を
ま
き
、
種
ま
き

後
は
新
聞
紙
を
か
け
、
強
い
日
差
し
を
避

け
る
よ
う
に
し
ま
す（
図
１
）。
暑
い
時
期

で
蒸
散
が
盛
ん
な
た
め
、
た
っ
ぷ
り
潅
水

し
ま
す
。
本
葉
２
枚
ま
で
に
１
本
に
な
る

よ
う
に
間
引
き
ま
す
。
本
葉
３
〜
４
枚
ま

で
し
っ
か
り
し
た
苗
を
作
り
ま
す
。
育
苗

中
は
、
日
よ
け
の
ト
ン
ネ
ル
や
よ
し
ず
を

か
け
て
強
い
日
差
し
を
避
け
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】 

　
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０

ｇ
を
ま
き
、土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

次
に
、植
え
付
け
１
週
間
前
に
、幅
90
㎝
程

度
の
栽
培
床（
ベ
ッ
ド
）に
、元
肥
と
し
て

化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）２
０
０

ｇ
程
度
と
堆
肥
２
〜
３
㎏
を
施
し
ま
す

（
図
２
）。

【
植
え
付
け
】

　
栽
培
床
を
平
ら
に
し
、水
分
保
持
と
雑

草
を
抑
え
る
た
め
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を
張

り
ま
す（
図
３
）。条
間
30
㎝
で
は
３
条
、条

間
40
㎝
で
は
２
条
と
し
、株
間
30
㎝
に
植

え
付
け
ま
す（
図
４
）。

【
追
　
肥
】

　
１
回
目
は
植
え
付
け
の
２
〜
３
週
間
後
、

２
回
目
は
球
が
巻
き
始
め
た
頃
に
、そ
れ

ぞ
れ
１
平
方
ｍ
当
た
り
30
ｇ
程
度
の
化
成

肥
料
を
施
し
、株
元
に
土
を
寄
せ
て
お
き

ま
す
。マ
ル
チ
栽
培
で
は
１
回
目
は
マ
ル

チ
穴
に
、２
回
目
は
栽
培
床
の
両
側
に
施
し
、

土
を
寄
せ
て
お
き
ま
す
。

【
病
害
虫
の
防
除
】

　
高
温
期
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
が
発
生
し

ま
す
が
、比
較
的
害
虫
は
少
な
い
野
菜
で
す
。

発
生
の
多
い
と
き
は
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水

溶
剤
を
用
い
ま
す
。

【
収
　
穫
】

　
秋
が
深
ま
り
寒
く
な
る
と
、赤
色
が
鮮

や
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。頭
部
を
押
さ
え

て
球
が
固
く
巻
い
て
き
た
ら
、株
元
に
包

丁
を
入
れ
て
切
り
取
り
ま
す
。再
度
、包
丁

を
入
れ
て
下
葉
を
落
と
し
て
結
球
部
を
調

製
し
ま
す（
図
５
）。

　

全
農
岐
阜
関
家
畜
流
通
セ
ン
タ
ー
で
６
月
９
日
、
今
年
度

２
回
目
の
子
牛
市
場
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
場
全
体
で
３
２
８

頭
が
取
り
引
き
さ
れ
、
管
内

か
ら
は
62
頭
の
販
売
と
な
り

ま
し
た
。
市
場
全
体
の
平
均
価

格
は
58
万
３
３
４
円
で
し
た

が
、
ひ
が
し
み
の
の
平
均
価
格

は
58
万
２,
２
５
１
円
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
地
域
の
活

性
化
に
向
け
、Ｊ
Ａ
と
組
合
員
、
地

域
住
民
と
の
交
流
を
目
的
に
支
店
協

同
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
行

事
へ
の
参
加
や
、
あ
い
♥
あ
い
会
員

や
地
域
の
方
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
、
支
店
周
辺
の
美
化
活
動
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
女
性
連
絡
協
議
会
と
Ｊ
Ａ

中
央
会
は
６
月
１
日
、
羽
島
市
で「
Ｊ
Ａ

女
性
部
活
動
体
験
発
表
会
」「
家
の
光
記

事
活
用
発
表
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動
体
験
発
表
会
」に

は
県
下
６
Ｊ
Ａ
の
代
表
が
出
場
。Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
か
ら
は
山
本

さ
ち
よ
副
会
長（
東
美
濃
女
性
連
絡
協
議
会
）が「『
お
も
い
』を
ひ
と
つ

に
」と
題
し
て
発
表
し
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
７
月
18
日
に
愛
知
県
で
開
か
れ
る「
Ｊ
Ａ
女
性
組

織
東
海
北
陸
地
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」に
県
代
表
で
出
場
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
５
月
25
日
、
本
店
で
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
を
開
き
、
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
教
育
関
係
や
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
仕
事
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ

を
伝
え
た
い
と
感
じ
た
こ
と
が
参
加
の

き
っ
か
け
と
話
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は「
ま

め
な
か
な
運
動
」の
一
環
と
し
て
、
こ

う
し
た
講
師
を
育
成
し
、
子
ど
も
た
ち

が
行
う
大
豆
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
の
食

農
体
験
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

中
津
川
公
園
で
５
月
28
日
、

「
第
６
回
清
流
木
曽
川 

中
津
川

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」が
開
催
さ
れ
、

１
３
１
チ
ー
ム
９
５
２
人
が
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
競
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
入
賞
者

へ
の
副
賞
と
し
て
飛
騨
牛
や
栗

旨
豚
の
合
計
13
万
円
分
あ
ま
り

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
大
会
に
提
供

し
ま
し
た
。

あい♥あい会員を対象に６月５日に阿木川ダム
湖周辺をウォーキング

あい♥あい会員サークル「ＹＯＵ」
と職員が６月４日、六斎市で野菜
とクラフトかごの販売

あい♥あい会員を対象に６月13日にＪＡ本店で
もめん豆腐づくり

ト
レ
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ス

苗
作
り
は
十
分
な
潅
水
を

か
ん
　
す
い
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６
月
期
関
子
牛
市
場

支
店
協
同
活
動
各
地
で

地
域
活
性
化
に

取
り
組
む

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
女
性
連
絡
協
議
会

最
優
秀
賞
に
輝
く

「
食
の
大
切
さ
伝
え
た
い
」

Ｊ
Ａ
食
農
リ
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● 1415 ● JAひがしみの

　ここ３年、当地ではいも
ち病発生が多くなっており、
令和５年も葉いもちの発
生は「やや多」と見込まれ
ています（5/31 県病害虫
防除所 発表）。昨年は天
候の影響等により予防防
除が遅れてしまった方も
いたようですので、早いう
ちに　　　　　　　　を
お願いします。

　近年は温暖化等の影響により高温条件下での登熟となりや
すく、収穫時期も早まる傾向にあります。また、日々の平均気
温が高く、数日の刈遅れが品質低下の原因となります。
　刈取時期の見極めをしっかり行い、適期収穫に努めましょう。

募集対象

開催日時

集合場所

見 学 先

内 容

申 込 先

ＪＡへの出荷に向けたなす栽培
に興味のある方で、ＪＡひがしみ
の管内（中津川市、恵那市）にお
住まいの方
令和５年８月２３日（水）
午後１時３０分（集合） 
ＪＡひがしみの本店　
中津川市茄子川１６４６-１９
※ＪＡ車両に乗り合わせて出発する予定です。

飛騨美濃特産名人（なす栽培）の
畑および新規栽培者の畑（３Ｓ
栽培実施）
栽培の様子見学、なす栽培の魅
力やＪＡ管内の栽培状況等につ
いて座学
ＪＡひがしみの 営農部 
販売戦略指導課
電話 ０５７３-７８-０１３７

　ＪＡでは毎年６月下旬～７月上旬、アグリゼミ（水稲コー
ス）や水稲青空教室を各地で開催しています。天候の長
期予報や病害虫の発生状況・予報
を踏まえて、栽培管理のポイン
トを農家の皆さんと一緒に確認
しています。安定したおいしい
お米作りについては、ＪＡアグリ
センターにご相談ください。

●水田内のヒエなどのイネ科雑草をすみやかに
除去する。

●畦畔、休耕田は水稲の出穂10日前までに草刈
りをする。

●夏場は草刈後３週間程度でイネ科雑草は再び
出穂するが、水稲の出穂直前～糊熟期には草
刈りをしない。
　（→本田内にカメムシを呼びこんでしまうため）

●散布適期は出穂後５～７日の乳熟期頃（穂が傾き
かける頃）。

●田面に水を張った状態（水深３cm以下）で散布（深
水はダメ）。

●マルハナバチやミツバチ等の蜂類に影響が出る場合
があるので、近くに養蜂業者やトマトを栽培している
方などがみえたら、散布の数日前までに連絡する。

籾数の多い充実した穂作りを目指して穂肥を施用しましょう。

いもち病をはじめとする病害虫を防除しましょう！

過剰な穂肥は食味低下の原因となるため、適切な時期と量を心がけましょう。
基肥一発肥料（エムコート822など）を使用した場合は、原則として穂肥は施用しません。

2023年
7月

情 報

農 薬 名 使用量／10a 使 用 時 期

コラトップ粒剤５
（いもち病）

３～４kg 葉いもち：初発10日前～初発時
穂いもち：出穂30日前～5日前まで

農薬名 　使用量／
10a・希釈倍数 使用時期

スタークル
粒剤 ３kg 収穫７日前

まで

使用回数等

３回以内

スタークル
液剤10

１,０００倍
使用液量
６０～１５０L

収穫７日前
まで

３回以内
地上散布

フジワン粒剤
（いもち病）

３～５kg
葉いもち：初発 7 ～10日前
穂いもち：出穂19～30日前
（収穫30日前まで）

フジワンモンカット粒剤
(いもち病・紋枯病）

３～４kg 出穂30～10日前
(収穫30日前まで)

フジワンラップ粒剤
（いもち病）

３～４kg
葉いもち：初発 7～10日前
穂いもち：出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

リンバー粒剤
（紋枯病） ３～４kg 収穫30日前まで

（カメムシ類） ４kg 収穫30日前まで

使用回数等

２回以内
※吸収移行性が早い

２回以内

２回以内

２回以内

２回以内

粒剤は湛水状態で
散布し、

散布後７日間は
落水等をしない！

いもち病・紋枯病の薬剤

※農薬の使用基準は、令和５年６月１日現在。

　いもち病に効果のある箱施薬剤を使用しても、７月には効果が著しく低下します。また、紋枯病は葉鞘に発病し
高温多湿で多発、地際部の茎が軟弱となり倒伏を助長します。
　以上の理由から、出穂前に予防防除を行うことが重要です。

斑点米カメムシ

生育後期の管理
～米づくりの仕上げ、
　最後まで気を緩めないように～

注 意

予防防除の徹底

アカヒゲ ホソミドリ
カスミカメ

アカスジ
カスミカメ

シラホシ
カメムシ

ホソハリ
カメムシ

約10mm
約6mm

【対策１】  除草（エサ場をなくす！）

スタークル粒剤を
使用する場合のポイント

【対策２】  農薬による防除

※農薬の使用基準は令和５年６月１日現在

　水田ごとに帯緑籾割合（緑色の籾の割
合）が15～10％になった時を刈取開始とし、
帯緑籾割合５％までが収穫適期です。
【注意】葉の色や穂軸の色ではなく、「籾」を見て判断しましょう！

適期収穫
JAひがしみの

JAひがしみの

穂肥の施用時期を判断するための
葉色診断について解説（水稲青空教室）

●幼穂の長さを確認する時期の目安
品　種 田植時期 想定出穂日 確認時期

あきたこまち 5/ 5 7/26 7/ 8

ひとめぼれ 5/ 5 7/29 7/11

コシヒカリ
5/15 8/ 1 7/14

5/25 8/ 4 7/17

●葉色と穂肥施肥量の目安（化成肥料16-0-16の場合）
品　種 葉色 施用量/10a

あきたこまち 4.5～4.0 18kg

ひとめぼれ 4.0～3.5 18kg

コシヒカリ 3.5～3.0 18kg

※葉色が濃いまたは過繁茂の場合、施肥量を減らす、施用時期を遅らせる、あるいは施用中止の判断が必要です。

穂肥のタイミングは
出穂１８日前（幼穂長１cm）が適期
※あさひの夢、たかやまもちは出穂２３日前（幼穂長０.２cm）
※気温が高いと、出穂が早くなります。早めの幼穂確認を！

出穂30日前 出穂18日前

幼穂の長さを確認し、
その時の葉色により施用を判断しましょう。

この時期に
穂肥を施用すると
倒れやすい！

出穂

幼穂1cm

穂肥の時期穂肥の時期

1 2 3 4 5 6 7
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●お申込み
　恵那地域限定で来月の広報誌８月号に申込書を折込
みします。

●お問い合わせ先
　ＪＡひがしみの本店  組織広報課　TEL ０５７３-７８-０１２４

■開 催 日　令和５年１０月５日（木）
■会　　場　明智ゴルフ倶楽部ひるかわゴルフ場（中津川市蛭川５７３５-３　TEL０５７３-４５-３３１１）
■大会概要　①本大会は、開会式はございませんが後日お届けする組合せ表により３０分前には受付を済ませ順次競技を

スタートしていただきます。プレー代金を各自でご精算後、パーティ会場にスタート組毎に席を用意してお
りますので、表彰式までおくつろぎください。なお、アルコールを準備しておりますが飲酒後の運転はご遠慮
ください。　

　　　　　　②競技結果は１ラウンドの成績をもって集計し、表彰式にて賞品を受賞者に贈呈しますのでお持ち帰りいただ
きます。（ニアピン賞4ホール・ドラコン賞4ホール前後半行います。）

■スタート時間　８：３０スタート　中・西・東コース（受付開始時間７：３０）
■参加資格　ＪＡひがしみの年金友の会会員様に限ります。

ただし、申込時に年金請求書を当ＪＡに指定して提出済みの方は参加ができるものとします。
■プレー代金　ビジター　１１，８００円（セルフプレー）　

メンバー　１０，８００円（セルフプレー）

　■募集定員　１６０名
募集定員に達した場合は、申込期限内でもお受けできない場合がございますので早めのお申込をお願いいたします。

■申込期日　令和５年９月１５日（金）
■申込方法　最寄りの支店・営業所にて「参加申込書」に必要事項をご記入の上、ご提出下さい。
■賞 品 等　優勝、準優勝、３～１０位、とび賞、１７位・２７位・３７位（ラッキー７）賞、７７位、８８位、９９位、ニアピン賞、参加賞等
　　　　　　なお、参加賞は参加者全員の方にご用意します。当日受付時にお受け取りください。
■大会の中止等　競技に影響を及ぼす恐れのある荒天や感染症拡大により開催が困難であると主催者が判断した場合は、中止か、一部内容を変

更する場合がございますのでご了承をお願いいたします。なお、中止の際は参加申込みのあった方へ支店より連絡をいたします。

■応募資格　年齢、性別等問わず、どなたでも応募できます。
■応募方法　ＪＡ各支店・営業所にある「応募用紙」を記入し作品の裏に張り付けてご提出ください。
■サ イ ズ　四つ切り、四つ切りワイド、Ａ４のいずれか。
　　　　　　（横位置で、令和４年１月１日以降に撮影した未発表の作品に限る）
■応募点数　お１人様４点までとします。
■応 募 先　ＪＡひがしみの  本店  総合企画部 組織広報課  宛
　　　　　　〒509-9132  中津川市茄子川１６４６-１９  ℡０５７３-７８-０１２４  
■応募締切　令和５年８月末日（消印有効）
■採用点数　各月１作品及び表紙作品数点
■　 賞 　　採用作品（各月）ＪＡ商品券１万円分、（表紙）ＪＡ商品券５千円分

■開催日時　令和５年８月３０日（水）（小雨決行）
　　　　　　午前９時開会予定
■場　　所　中津川運動公園　多目的広場
　　　　　　（中津川市茄子川1683-1031）
■参加資格　①ＪＡで年金を受給している方（年金友の会会員）
　　　　　　②ＪＡで年金を受給予定の方
■募集人員　１９２名（先着順とさせていただきます）
■申込期限　令和５年８月１０日（木）
■申 込 先
最寄りの支店・営業所へ「参加申込書」をご提出ください。
なお、ご不明な点は最寄りの支店・営業所へお問合せ下さい。

グリーンセンターで秋まき種子を
店頭価格より5％引 ８/１４（月）～８/２0（日）
Ａコープ店舗で
農協牛乳１リットルを店頭価格より１０円引
Aコープマーク品を店頭価格より５％引

８/１７（木）～８/１９（土）
給油所でガソリン・軽油を各会員価格より
１０円/ℓ引 ８/２２（火）～８/２３（水）

グリーンセンターで除草剤（バスタ）を
店頭価格より5％引 ７/１７（月）～７/２３（日）
Ａコープ店舗で
農協牛乳１リットルを店頭価格より１０円引
Aコープマーク品を店頭価格より５％引

７/２０（木）～７/２２（土）
給油所でガソリン・軽油を各会員価格より
１０円/ℓ引 ７/２５（火）～７/２６（水）

※商品の在庫には限りがありますのでご了承ください。
期間限定特典は毎月、
広報誌とホームページでお知らせします。
最新情報や利用規約は
ホームページをご覧ください。

https://ja-higashimino.or.jp/組合員カード/

　くらしの宅配便は、食料品から日用品までが通販で購入できるＪＡのサービス
です。カタログ通販とインターネットでのご注文どちらもできます。カタログは各
支店窓口で、インターネットは左記ＱＲコードからご覧ください。

くらしの
宅 配 便

家族葬から一般葬まで ご遺族様の様々な要望にお応えします。

  10%割引となります。
上記❶❷は併用可能

なら

❶やすらぎ会員の特典 ❷組合員の特典

JA葬祭「やすらぎ会」葬儀に関する経済的負担を軽減するための会員制度です。

●入会金 ２,０００円
●ＪＡ年金友の会の会員は入会金1,０００円

5%割引 5%割引
（何度でも、ご利用頂けます。）

葬儀セット価格

プラス

JAひがしみの葬祭センター
0120-098-382
２４時間３６５日 電話受付いたします

もしも…のときはご一報ください。
事前相談も出来ますのでお気軽にお電話下さい。

中央ホール
中津川市茄子川堤下２０４０

アグリホールえな
恵那市長島町永田５７７-１-１

恵南ホール
恵那市山岡町上手向２６２７

恵那北ホール
中津川市下野２８５

お申し込みは最寄りのＪＡ各支店・営業所へ

❷組合員❶やすらぎ会員 ⊕

●葬儀セット価格を

5%割引
●葬儀セット価格を●寄贈生花・籠盛代金

組合員資格については
最寄りの支店・営業所でお尋ねください。

葬儀業務スタッフ募集中

ＪＡ全農岐阜  東濃地区セレモニーセンター（ＪＡ葬祭センター）
０１２０-０９８-３８２ までお問い合わせください。
施行担当、司会スタッフ、清掃スタッフ、施行補助仕事内容

詳しくは

日　付
９月１５日（金）
９月２１日（木）
９月２２日（金）
９月２８日（木）

健診場所
笠置コミュニティーセンター※

中野方コミュニティーセンター※

ＪＡ飯地連絡所（旧営業所）
サポートひがしみの（旧ＪＡ東野営業所）

「生活習慣病予防健診」を行います
～ぜひ受診してください～

【健診日・会場】

【受付時間】 午前８：３０～１１：００
※9月15日、21日の受付時間は
　9：00～になります。

♫

♪

あったかくらぶゴルフコンペ開催のお知らせＪＡひがしみの 年金友の会 第１4回

エーコープ
なす漬の素
（浅漬用）

エーコープ
きゅうり漬の素
（ごましょうゆ味）

なす4本を
8回分

きゅうり3本を
6回分動画で使い方 動画で使い方

今月の１品

２０２4年版 JAオリジナルカレンダー写真募集 8月末〆切！

応募の詳細は
ＨＰでも
ご覧いただけます。

「東美濃の四季」をテーマに管内の皆さまから写真を募集しオリジナルカレンダーを制作します。

※プレー代金には、参加費（￥１,０００-）、賞品代、モーニングコーヒー（軽食）、昼食、昼食時1ドリンク、パーティの飲食等を含んでおります。
　プレー代金は、各自でご精算ください。
※あったかくらぶ会員協賛店優待・特典との併用はできませんのでご了承願います。

第５回ＪＡひがしみの年金友の会
グラウンド・ゴルフ大会開催のご案内

1
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●お申込み
　恵那地域限定で来月の広報誌８月号に申込書を折込
みします。

●お問い合わせ先
　ＪＡひがしみの本店  組織広報課　TEL ０５７３-７８-０１２４

■開 催 日　令和５年１０月５日（木）
■会　　場　明智ゴルフ倶楽部ひるかわゴルフ場（中津川市蛭川５７３５-３　TEL０５７３-４５-３３１１）
■大会概要　①本大会は、開会式はございませんが後日お届けする組合せ表により３０分前には受付を済ませ順次競技を

スタートしていただきます。プレー代金を各自でご精算後、パーティ会場にスタート組毎に席を用意してお
りますので、表彰式までおくつろぎください。なお、アルコールを準備しておりますが飲酒後の運転はご遠慮
ください。　

　　　　　　②競技結果は１ラウンドの成績をもって集計し、表彰式にて賞品を受賞者に贈呈しますのでお持ち帰りいただ
きます。（ニアピン賞4ホール・ドラコン賞4ホール前後半行います。）

■スタート時間　８：３０スタート　中・西・東コース（受付開始時間７：３０）
■参加資格　ＪＡひがしみの年金友の会会員様に限ります。

ただし、申込時に年金請求書を当ＪＡに指定して提出済みの方は参加ができるものとします。
■プレー代金　ビジター　１１，８００円（セルフプレー）　

メンバー　１０，８００円（セルフプレー）

　■募集定員　１６０名
募集定員に達した場合は、申込期限内でもお受けできない場合がございますので早めのお申込をお願いいたします。

■申込期日　令和５年９月１５日（金）
■申込方法　最寄りの支店・営業所にて「参加申込書」に必要事項をご記入の上、ご提出下さい。
■賞 品 等　優勝、準優勝、３～１０位、とび賞、１７位・２７位・３７位（ラッキー７）賞、７７位、８８位、９９位、ニアピン賞、参加賞等
　　　　　　なお、参加賞は参加者全員の方にご用意します。当日受付時にお受け取りください。
■大会の中止等　競技に影響を及ぼす恐れのある荒天や感染症拡大により開催が困難であると主催者が判断した場合は、中止か、一部内容を変

更する場合がございますのでご了承をお願いいたします。なお、中止の際は参加申込みのあった方へ支店より連絡をいたします。

■応募資格　年齢、性別等問わず、どなたでも応募できます。
■応募方法　ＪＡ各支店・営業所にある「応募用紙」を記入し作品の裏に張り付けてご提出ください。
■サ イ ズ　四つ切り、四つ切りワイド、Ａ４のいずれか。
　　　　　　（横位置で、令和４年１月１日以降に撮影した未発表の作品に限る）
■応募点数　お１人様４点までとします。
■応 募 先　ＪＡひがしみの  本店  総合企画部 組織広報課  宛
　　　　　　〒509-9132  中津川市茄子川１６４６-１９  ℡０５７３-７８-０１２４  
■応募締切　令和５年８月末日（消印有効）
■採用点数　各月１作品及び表紙作品数点
■　 賞 　　採用作品（各月）ＪＡ商品券１万円分、（表紙）ＪＡ商品券５千円分

■開催日時　令和５年８月３０日（水）（小雨決行）
　　　　　　午前９時開会予定
■場　　所　中津川運動公園　多目的広場
　　　　　　（中津川市茄子川1683-1031）
■参加資格　①ＪＡで年金を受給している方（年金友の会会員）
　　　　　　②ＪＡで年金を受給予定の方
■募集人員　１９２名（先着順とさせていただきます）
■申込期限　令和５年８月１０日（木）
■申 込 先
最寄りの支店・営業所へ「参加申込書」をご提出ください。
なお、ご不明な点は最寄りの支店・営業所へお問合せ下さい。

グリーンセンターで秋まき種子を
店頭価格より5％引 ８/１４（月）～８/２0（日）
Ａコープ店舗で
農協牛乳１リットルを店頭価格より１０円引
Aコープマーク品を店頭価格より５％引

８/１７（木）～８/１９（土）
給油所でガソリン・軽油を各会員価格より
１０円/ℓ引 ８/２２（火）～８/２３（水）

グリーンセンターで除草剤（バスタ）を
店頭価格より5％引 ７/１７（月）～７/２３（日）
Ａコープ店舗で
農協牛乳１リットルを店頭価格より１０円引
Aコープマーク品を店頭価格より５％引

７/２０（木）～７/２２（土）
給油所でガソリン・軽油を各会員価格より
１０円/ℓ引 ７/２５（火）～７/２６（水）

※商品の在庫には限りがありますのでご了承ください。
期間限定特典は毎月、
広報誌とホームページでお知らせします。
最新情報や利用規約は
ホームページをご覧ください。

https://ja-higashimino.or.jp/組合員カード/

　くらしの宅配便は、食料品から日用品までが通販で購入できるＪＡのサービス
です。カタログ通販とインターネットでのご注文どちらもできます。カタログは各
支店窓口で、インターネットは左記ＱＲコードからご覧ください。

くらしの
宅 配 便

家族葬から一般葬まで ご遺族様の様々な要望にお応えします。

  10%割引となります。
上記❶❷は併用可能

なら

❶やすらぎ会員の特典 ❷組合員の特典

JA葬祭「やすらぎ会」葬儀に関する経済的負担を軽減するための会員制度です。

●入会金 ２,０００円
●ＪＡ年金友の会の会員は入会金1,０００円

5%割引 5%割引
（何度でも、ご利用頂けます。）

葬儀セット価格

プラス

JAひがしみの葬祭センター
0120-098-382
２４時間３６５日 電話受付いたします

もしも…のときはご一報ください。
事前相談も出来ますのでお気軽にお電話下さい。

中央ホール
中津川市茄子川堤下２０４０

アグリホールえな
恵那市長島町永田５７７-１-１

恵南ホール
恵那市山岡町上手向２６２７

恵那北ホール
中津川市下野２８５

お申し込みは最寄りのＪＡ各支店・営業所へ

❷組合員❶やすらぎ会員 ⊕

●葬儀セット価格を

5%割引
●葬儀セット価格を●寄贈生花・籠盛代金

組合員資格については
最寄りの支店・営業所でお尋ねください。

葬儀業務スタッフ募集中

ＪＡ全農岐阜  東濃地区セレモニーセンター（ＪＡ葬祭センター）
０１２０-０９８-３８２ までお問い合わせください。
施行担当、司会スタッフ、清掃スタッフ、施行補助仕事内容

詳しくは

日　付
９月１５日（金）
９月２１日（木）
９月２２日（金）
９月２８日（木）

健診場所
笠置コミュニティーセンター※

中野方コミュニティーセンター※

ＪＡ飯地連絡所（旧営業所）
サポートひがしみの（旧ＪＡ東野営業所）

「生活習慣病予防健診」を行います
～ぜひ受診してください～

【健診日・会場】

【受付時間】 午前８：３０～１１：００
※9月15日、21日の受付時間は
　9：00～になります。

♫

♪

あったかくらぶゴルフコンペ開催のお知らせＪＡひがしみの 年金友の会 第１4回

エーコープ
なす漬の素
（浅漬用）

エーコープ
きゅうり漬の素
（ごましょうゆ味）

なす4本を
8回分

きゅうり3本を
6回分動画で使い方 動画で使い方

今月の１品

２０２4年版 JAオリジナルカレンダー写真募集 8月末〆切！

応募の詳細は
ＨＰでも
ご覧いただけます。

「東美濃の四季」をテーマに管内の皆さまから写真を募集しオリジナルカレンダーを制作します。

※プレー代金には、参加費（￥１,０００-）、賞品代、モーニングコーヒー（軽食）、昼食、昼食時1ドリンク、パーティの飲食等を含んでおります。
　プレー代金は、各自でご精算ください。
※あったかくらぶ会員協賛店優待・特典との併用はできませんのでご了承願います。

第５回ＪＡひがしみの年金友の会
グラウンド・ゴルフ大会開催のご案内

1
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（応募総数８６通）

　結婚して５７年目になる鈴村さん夫婦。２０歳代の半ばから酪農
を始め家族で営んできました。３０頭の牛の餌やりや糞の運びだし
など力仕事は浩紀さんが行い、搾乳などは嶺子さんの担当でした。
嶺子さんは「経営や飼育方法について気付いたことを言うとすぐ
取り入れてくれ、２人で支え合ってこられた」と振り返ります。平成
１９年に酪農から和牛繁殖に切り替え、平成２６年まで続けました。
　その翌年からは、浩紀さんが理事を務めていた道の駅「なかの
ほう不動滝やさいの会」の産直に出す野菜を増やそうと、２０㌃の畑
で野菜の栽培を始めました。嶺子さんは現在、この道の駅の食堂で

働いており「食堂のおすすめは味ご飯です。７月は産直にナスやキュウリなど夏野菜も
いっぱい並ぶのでぜひ立ち寄ってください」とＰＲします。
　嶺子さんが浩紀さんのことを「とっても優しい人」と言うと、浩紀さんは「優しくし
ないと牛が言うこと聞いてくれなかったからだよ」と返し２人は笑い合います。「健康で
長生きして、６人の孫の結婚式に参加したいね」とこれからのことを話します。

　典矢くんは焼き芋が大好き。赤ちゃんの時からよく食べていて、
今でもお昼のデザートに食べています。ご飯も大好きで、特におに
ぎりが大好き。ふりかけ味や海苔を巻いたおにぎりが大好物です。
　最近はキャラクターの「アンパンマン」がお気に入りの典矢くん。
典矢くんが「かーっかっか」と言ったら、お母さんが続けて「かつ
おぶし」と、アニメに出てきた「かつぶしまん」のキメ台詞をよく２人で言っているそうです。
　パズルも好きで、やり始めると集中して一人で黙々と作ります。手慣れた６５ピースの
パズルなら、真ん中からでも作れます。今は８０ピースに挑戦中です。
　弟の奏仁くんが１月に生まれ、お兄ちゃんになったばかりの典矢くん。奏仁くんの頭を
よしよしと撫でたり、奏仁くんがうつ伏せになっていたら様子を見に行きます。ご両親は
「友達をたくさん作ってほしい。自分のやりたいことに挑戦して、やるって決めたら最後ま
でやりきる子になってほしい」と見守ります。

落合大久手の棚田を、地域の方に助
けてもら

いながら守ります。田んぼには遊
びがいっ

ぱい♬ ３人ともご飯が大好きです
。

［問題］二重マスの文字をA～Eの順に
　　　 並べてできる言葉は何でしょうか？

■応募締切日
令和５年７月３１日（月）　
■賞品
正解者の中から抽選で
5名様に「農協全国商品券
（1,000円分）」をプレゼント

■応募要領
ハガキに、①クイズの答え ②郵便番号・住所 ③氏名 ④年齢 ⑤職
業 ⑥電話番号 ⑦今月号で良かったところ ⑧広報誌で特集してほ
しいテーマ ⑨ご意見などをご記入の上、下記までお寄せ下さい。
※読者の皆様からいただいたお便りの個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させて
いただきます。

　また、お便りの内容を紙面に紹介する際は、地区とイニシャル
を掲載させていただきます。

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの 本店 総合企画部 組織広報課
〈E-mail〉koho@ja-higashimino.gjadc.jp

①七夕伝説のヒロイン
②青島幸男氏や石原慎太郎氏が
務めました

③手のひらや足の裏の反対側
⑤蚊取り線香から立ち上るもの
⑥ーを聞いて十を知る
⑧ルーペともいいます
⑫兄弟姉妹の息子のこと
⑬チョウが花を巡って吸うもの
⑭テントを張ったりして野外活動
を楽しみます

⑮ータオル、ーソープ、
　ゴッドー
⑯一時的に建てるもののこと。
　ー住宅
⑰アブラ、クマ、ミンミンといえば
⑲地球の衛星です

①河島英五のヒット曲『酒と泪（なみだ）
とーと女』

④長針、短針、秒針が付いているものも
⑦元素記号はLi。電池にも使用される
金属です

⑨騎手が騎乗時に持つもの
⑩手首と肩の間にある関節
⑪本に挟みます
⑬まだ夜が明けきらない頃のこと
⑮種から芽が出ること
⑯虫よけのために寝床の周りにつるし
ます

⑰定規を当てて引くことも
⑱高校球児たちが地方大会でーを
繰り広げています

⑳トップ・ー・ボトム
㉑駅の券売機で買います

■ヨコのカギ ■タテのカギ

原 　幸子 さん
鈴木 國子 さん
酒井 基之 さん
渡邉 輝雄 さん
中根 邦子 さん

２人で支え合いながら

恵那市中野方町

鈴村 浩紀 さん（８３）
　　 嶺子 さん（７９）

パズルが大好き
今は８０ピースに挑戦中

中津川市福岡

小幡 典矢 くん（２）
　　 奏仁 くん（０）

てん　や

かな　と

こう　き

れい　こ

今日も

二 人 三 脚

■6月号の答え ミズスマシ
■クイズ当選者

ホームページに
専用応募フォームが
できました！

あい♥あい会員サークル「クラフトかご」は６月１３日に、静岡県富士市にある植田産業へ研修に行きました。紙バンドを使った様々な手芸作品が置いてある植田産業のミュージアムを見学し、刺激を受けました。参加者は「今後の作品作りの参考にしたい」と話しました。 ＪＡひがしみの女性部

中津川市落合  鈴木孝子さん

可愛いお孫さんたち！
写真のタイトルは

「田んぼ足湯」とのこと

ＪＡひがしみのの恵那北地域女性部は
５月２９日、精進料理の講座を開き、１６人
が参加しました。
同地域女性部の加地美喜子副部長が
講師となり、結び昆布や手綱コンニャク
など６種類の健康的な精進料理を作り
交流を深めました。

恵那北地域女性部

キュウリから葉っぱが出ました！

中津川市千旦林Ｈさん
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。

［問題］二重マスの文字をA～Eの順に
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■賞品
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東美濃農業協同組合（JAひがしみの）
〒509-9132 岐阜県中津川市茄子川1646-19
TEL 0573-78-0124  FAX 0573-68-7724  
〈E-mail〉koho@ja-higashimino.gjadc.jp
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https://ja-higashimino.or.jp

お伺いしましたのは

店　舗

担当者
JAひがしみの
ホームページ

発行 編集 総合企画部 組織広報課

7月

8月

恵 那 支 店

坂 下 支 店

福 岡 支 店

加子母支店

付 知 支 店

山 岡 支 店

上 村 支 店

明 智 支 店

恵 那 支 店

坂 下 支 店

福 岡 支 店

加子母支店

付 知 支 店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

月　　日内 容 場　　所

7月

8月

12日（水）
13日（木）
19日（水）
〃　　
9日（水）
10日（木）
16日（水）
〃　　

福岡支店
本　　店
恵那支店
山岡支店
福岡支店
本　　店
恵那支店
山岡支店

中津川店
恵 那 店
中津川店

山岡支店
本　　店
恵那支店
福岡支店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

12日（水）
21日（金）
9日（水）
22日（火）

税務
相談

専門家に無料で相談できます。
お気軽にご利用ください。
電話予約が必要です。

12日（水）

〃　　

19日（水）

〃　　

〃　　

2日（水）

〃　　

〃　　

9日（水）

〃　　

16日（水）

〃　　

〃　　

7月
8月

月　　日内 容 場　　所

ローン
  センター
年金
相談

16日（日）
6日（日）
20日（日）

Higashimino●Information

本 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

78-0124
25-5291
56-2121
54-2171
65-3145
26-2999

上 村 支 店
坂 下 支 店
加 子 母 支 店
付 知 支 店
福 岡 支 店

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2121

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品取扱高
販売品取扱高

32,888人
26億3,964万円

2,521億4,340万円
357億8,583万円
5,256億3,706万円

8億7,610万円
5億6,565万円

ここだけの話

無 料 相 談 日

緊 急 連 絡 先

JAひがしみの概況
（令和5年5月31日現在）

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

無料相談日 開催場所 市外局番 ☎（0573)

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-21-5522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

理 事 会

第4回理事会 （令和５年6月29日）

次の事項が審議されました。
【附議事項】
①第２５年度業務報告書について
②２０２３年度版コンプライアンス・
マニュアルの改正について
③理事との継続的取引（極度ローン・
当座貸越）に係る包括承認について
④役員退職慰労金の支給について
⑤役員賠償責任保険の加入（継続）に
ついて
⑥阿木ライスセンター建設委員会の
設置について

みんなの
よい食プロジェクト
笑味ちゃん

トレビス 苗作りは十分な潅水を
かんすい

籾数の多い充実した穂作りを目指して
穂肥を施用しましょう。

味
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す

今
年
の
お
茶
は
高
品
質
で
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Yume Note

岐阜県下ＪＡグループは
地産地消を推進しています

第２５回 通常総代会

Vol.304

72023
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Vol.304

JAひがしみのは令和５年度に
合併25周年を迎えました。

令和５年度から
土・日・祝日を除く７日～２0日を
ふれあい訪問週間として
訪問活動を行ってまいります。


